
昭和59年9月 1 日 発行 み同-7- 報 第250号

第250号

目

関 係 法 令… … …… … … … … … … ・・… … … … … ・ 2

学 内 規 則J······… … … … … … … … ー… … … … … . 2 

富 山 大学職員 の 財産形成年金貯蓄 関係
事 務取扱要項の制定… ・… …… … … … … … … …・ 2

学 事 ・… … ・・… … ・・… … … … … … H・H・. .. ・H・ 5

科学研究費補助金資料… … … … … … … … … … … … 5

昭和60年度大学入学者 選抜共通第l 次

学 力試験受験案内 の交付… … … … … … … … … … 24

人 事 異 動… . . . . ・H・－… …… ・… … ・… … … … … … 25
学 内 諸 報 … … … ・ … … … … … … … … … … … … ー25

経済学部長の改選 ・・・… … … … ー… －・… ・・… … … ・ ・. . . . 25 
海外渡航者… ・・・… … … … ・・・… … ・ー… … … ・・・… … … 26

次

南極の近況に つ い て … ・・・・・・・・・… … ・… … 一… ・・・… … 27

昭和59年 度 富 山 県 内 国立学校等事務職員
（ 初任 者 ） 研修 . .. .・H・. . . . . . . ・H・－－・… －－… … … … … 27

第1 回 富山大学幹部職員 懇話会… … … ……… … … 29

昭和59年度文部省 北陸地区共 同 行事

体育大 会 ・・・・・・・・・・・・・… ・. . . . . . . . . . .. . .. . . .. . . . . . . . . . . . . . . . zg 

健康診断の お知 ら せ… ・・・・・・・・・… … ・・… ・… … －一… … 31

職 員 消 息… … … . . . ・H・－－… . . .・H・－－… … … … … … 32

主 要 行 事… … … … ・・… ・… … … … … … … …… 一32

資 料 …・・……… . . . . ・H・－一… ・… … ・… ・… ＂33
人事院勧告に つ い て ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・·········33

- 1 一



昭和59年9月1日発行 学 報 第250号

関 係 j去 d可�、

（室賢官） （誤官）

法 律 8 ・ 7 部46) 8 . 13  
0 日 本育英会法 （ 64) （ 号 外 ） 0短期大学設置基 準 の 一部 を 改正す る 省令
0臨時教育 審議会設置法 （ 65) (

8
号

－
外

8
） （文部47) 8 ・ 13

0外 国郵便為替規則の一部 を 改正す る 省令

政 令 （郵政35) 8 ・ 21

0 日本育英会法施行令 （ 253 ) (
8
号

－
外

7
） 

0臨時教育 審議会設置法の施行期 日 を 定め 8 . 20 規 則
る 政令 （ 257)

(
8
号

・
外
2 � 0人事院規則 （ 管理職 員 等の範囲 ） の一部

0臨時教育審議会設置法施行令 （ 258) を 改正す る 規則 （ 人事院17 - 0) 8 ・ 28

省 令 t匡t司 二ユ、

0 日 本育英会が学資の貸与 を 行 う 場合の 認 8 . 7 0無線従事者 国 家試験 の一部 を 免除す る 学

定の基準 及 び方 法 に 関 す る 省令 （ 文部40) （ 号 外 ） 校等 を 認定 し た 件 （郵政591) 8 ・ 9

0 日 本育英会が行 う 学資金回収業務 の 方 法 8 ・ 7 0無線従事者国家試験の一部 を 免除す る 学

に 関す る 省令（文部42 ) （号外 ） 校等 を 認定し た 件 を 取り消し た 件 （郵政

0 日 本育英会の 第l 種学 資金の返還 を免除 592, 593 ) 8 . 9 

さ れ る 職 を 置 く 研究所等の指定 に 関 す る 8 . 7 0指定教 員 養 成機 関 を 廃止 す る 件
省令 （文部45) （ 号 外 ） （文部119 ) 8 . 20 

0大学設置基準 の一部 を 改正す る 省令 （文

学 内 規 則

富山大学職員の財産形成年金貯蓄

関係事務取扱要項の制定

本学職 員 に 対す る 財産形 成年金貯 蓄 関 係 事務取扱要項が， 次の と お り制 定 さ れ ま し た 。

富山大学職員の財産形成年金貯蓄関係事務取扱要項
（ 趣 旨 ）

第 1 富山大学 （富 山 大学経営短期 大学部 を 含む。） 職

買の財産形成年金貯 蓄 関 係事務 の取 扱 い につ い て は ，
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勤労者財産形成促進法 （ 昭和46年法律第92号。 以下

「財産法」 と い う 。） そ の他の 法令又は こ れ ら に 基づ

く 特別 の定 め に よ る も の の ほか， こ の 要項の定め る

と こ ろ に よ る も の と す る 。
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（ 定 義 ）

第 2 この要 項 に おいて次の 各号に掲げ る 用語の 意義

は， 当 該各号 に 定め る と こ ろに よ る 。

( 1) 財 形貯 蓄

財形法第 6 条 第l 項に 規定す る 勤労者財産形成

貯蓄契約 （ 以下 「財形貯 蓄契約」 と いう。 ） に 基づ

く 預貯金そ の 他の貯蓄 を いう。

(2) 財 形年金貯蓄

財 形 法 第 6 条 第 2J頁に 規定す る 勤労者財産形成

年金貯蓄契約 （ 以下 「財形年金貯 蓄契約」 と いう。）

に基づく預貯金そ の 他の貯 蓄 を いう。

(3) 勤労者財 産形成貯 蓄引継契約

財 形法附員lj （ 昭和 57年 5 月25 日 法律第55号 ） 第

2 条 第 3 項 に 規定す る 勤労者財産形成貯蓄 引 継契

約 を いう。

(4) 特 別 財 産形 成非課税貯蓄 申 込書

租税特 別 措置法 （ 昭和32年法律第26号。 以下「租

特 法」 と いう。 ） 第 4 条 の 3 第 l 項の規定に よ る 書

類 を いう。
(5) 特 別財 産形成非課税貯蓄 申 告書

租特 法 第 4 条 の 3 第 4J頁の規定に よ る 書類 をいう。

(6) 財 産形 成年金貯 蓄 の非課税適用確認 申告書

租税特 別措置 法施行令 （ 昭和32年政令第43号。

以下 「租特 法施行令」 と い う。 ） 第 2 条 の30 第 1 項
の 規定に よ る 書類 を いう。

(7 ) 要件違反

租特 法施行令第 2 条 の25 第 1 項の規定に よ る 事

実 をいう 。

(8 ） 部局

庶務部（ト リ チウム 科学セ ン タ ー を 含 む。 ） ， 経

理部， 施設課， 学生部（保健 管理セ ン タ ー を 含 む。） ，

学部， 教養部， 附属図書館 及 び経営短期 大学部 を
し、 7 。

(9) 部局 担 当 係

各部局 に おい て ， 職 員 の財 形年金貯蓄 に 関す る

事務 を 担 当 す る 係 を い う 。

（ 取扱い単位）

第 3 財 形年金貯蓄契約に 関す る 事務（以下 「財形年

金貯 蓄 関係事務」 と いう。） の取扱い に ついて は， 職

員 の所属す る 部局 （ 以下 「所属部局 」 と いう。 ） に お

いて事務処理 を 行う も の と す る 。

（事務の総括）

第 4 財 形年金貯蓄 関 係事務 の 総括 は， 富 山大学長 （ 以

下 「 学長」 と いう。 ） が行う。

報 第250号
2 学長は， 財 形年金貯蓄関係事務 を 円滑に 行う た め，

金融機関等 と 必要 な 取決め を す る 。

（ 財 形年金貯蓄 の 申 込み ）

第 5 財形年金貯 蓄契約 を 希望す る 職 員 は， 金融機関

等 の 所定の 財 形年金貯蓄契約に 関 す る 申 込書 （ 以 下

「財形年金貯蓄契約 申 込書」 と いう。 ） ， 特 別 財産形

成非課税貯蓄 申 込書 及 び特 別 財産形 成非課税貯 蓄 申

告書 を 作成 の上， 財 産形成年金貯蓄 天引預入等依頼

書 （ 以下 「天引 等依頼書」 と いう。 ） （ 別紙様式 1) 

を添付 し て 第 7 に 定め る 申 込時期 に 所属部局 の部局

担 当 係 を 経由 し て 人事課に 提 出 す る も の と し， 部局

担 当 係 は その際マー ク カ ー ド （ 思IJ紙様式 2 ） を 作 成

し 併せて提 出 す る も の と す る 。
2 財 形年金貯 蓄契約の 申 込み は ， 1金融機関 等の 1

店舗に 限 っ て行い， かつ， 預貯金等 の種類は 1 種類
と す る 。

3 人事課は ， 第 l 項 の 規定 に よ る 財 形年金貯蓄契約

の 申 込み が あった 場合に は ， 当 該 申 込み の 内 容 を 点

検し， 財 形年金貯 蓄 契約の要件 （ 第 8 に 規定す る 基

準 を 含む。） を満た し てい る も の に つ いて， こ れ を受

理す る も の と す る 。

4 人事課は ， 前 項 の 規定に よ り財 形年金貯蓄契約 の

申 込 み を 受理 し た と き は， 天 引 等依頼書 を 経 理課に

提 出す る と と も に ， 財形年金貯蓄契約 申 込 書等 を 幹

事金融機 関 を 経 由 して各金融機関等へ送付す る も の
と す る 。

（ 財形貯蓄か ら 財形年金貯 蓄への切替 え ）

第 6 第 5 の場合 に お い て， 現に 財形貯蓄 を 行 っ てい

る 職員が財形年金貯 蓄 に 切り替 え て貯蓄 を 継続し よ

う と す る と き は， 昭和59年 9 月 30 日 ま での 聞 に 勤労

者財産形成貯 蓄 引 継契約 を 締結す る こ と に よ り財 形

年金貯蓄へ切り替 え る こ と がで き る 。

（ 財 形年金貯蓄の 申 込 時期 及 び積立開始の時期 ）

第 7 第 5 第 l 項の規定に よ る 財形年金貯蓄 の 申 込時

期 は ， 毎年10 月 1 日 か ら 10 月 1 1 日 ま で と し ， こ の場

合に お け る 積立て の 開 始 は ， 毎年1 1 月俸給支 給定 日

又 は 12 月 期 末勤 勉 手当 支 給日か ら と す る 。

（ 積 立額等）

第 8 職 員 が新 た に 財 形年金貯蓄 を 申 し 込む場合に お

いては ， 財 形年金貯蓄契約 に 係 る 申 込み の要 件のほ

か， l 回 当 た り の積 立額 は 1 , 000円の整数倍 と し ，

俸 給支給定 日 又 は 期 末勤 勉手 当 支給 日ご と に そ れ ぞ

れ 同 額 と し， 次に掲げ る 日の い ず れ か一つ を 選 ん で

継続的に預入等 を 行う も の と す る 。
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\3) 俸給支給定日1えび期末勤勉子当支給日

l契約金融機関等1

第9 学長は． 財形年金貯蓄関係事務を円滑 に 行う た

め． 職 員 が新 た に財形年金貯蓄契約を締結す る こ と

ができ る金融機関等（以 下 「契約金融機関 」と いう。）

を指定す る も の と す る 。

2 前 項 に よ る 契約金融機関は ， 文部省に お け る 財 形

年金貯蓄を取り扱う金融機関等（以下 「共通貯蓄取

扱機関」 と いう。）のうちか ら 別 記 1 の と お り 指定 し ，

それ以外の金融機関等か ら 別 記 2 の と お り 指定す る

も の と す る 。

3 学長は ， 他の機関か ら 異動して き た職 員 が共通貯

蓄取扱機関 と 財形年金貯蓄契約 を 締結してい る 者 で

あ る 場合に は， 当 該職 員 に ついて財形年金貯 蓄契約

の継続がで き る よ う に措置 し な け れば な ら ない。

4 学長は ， 契約金融機関に 対 し ， 財形年金貯 蓄 の 実

施又は 運営に 関 し 必要 な 協力を求め る も の と す る 。
5 契約金融機関 の指定 は ， お お むね5 年 ご と に 更 新

す る も の と す る 。

（ 幹事金融機関 等 の 選定 及 び協力 ）

第 1 0 学長 は ， 財 形年金貯 蓄 関係事務 を円滑 に 行う た

め， 契約金融機関 と 人事課及 び経理課 と の 連絡調整

を行う金融機関 （ 以下 「 幹事金融機関」 と いう。 ） を
選定す る 。

2 幹事金融機 関 に 対 しては ， 次に掲げ る 事務 に 閲 し

協力を求め る も の と す る 。

( 1) 財形年金貯 蓄 に 係 る 給与か ら の控除預入等を行

う た め の 明 細書 （ 以下 「控除額明 細書」 と いう。 ） に
ついて， 人事課又 は 経理課 と 契約金融機関 と の 相

互間 に お け る 送 付の取次ぎ を 行う こ と 。

(2) 経理課か ら 預入等 の総額 を 受 け 取 り ， 速やか に

契約金融機関へ振 り 込 む こ と 。

(3) そ の他必要 な 書類の送 付， 連絡事項等の 伝達を

行う こ と 。

（ 預貯金等 の預入 ）

第 1 1 人 事課 は ， 控除額 明 細 書を契約金融機関の 協 力

を 得て作成 し ， 預入等 を 行う 日 の 15 日 前 ま でに 経理

課へ通知 す る も の と す る 。
2 人 事課 は ， 控除額明 細 書 を 預入等を行う臼の5 営

業 日 前 ま でに 幹事金融機関を経由 して， 契約金融機

関へ送 付す る も の と す る 。

報 第250サ

3 社理課は ， 控除'M(llJJ *lll書にぷづいて財形年金�！i＇�＇

契約 を 締結 し てい る 職員の給与か ら ff[ 入等のキfl当官H

を控除 し ， こ れを幹事金融機関を経由 して， 契 約金

融機関へ払L、込 む も の と す る 。

（ 非課税関係事務）

第 12 第 5 に 定め る と こ ろ に よ り ， 特 別 財産形 成非課

税貯蓄 申 告 書ヵ、提出きれ， 非課税の 適用を受 け る こ

と と な る 場合は ， 財産形成貯蓄非課税申告書の額 と

合わ せ， 500 万円以 内 であ る こ と を 人事課 は確認 し

な け れ ばな ら な い。

（ 財形年金貯 蓄記録簿）

第 1 3 人事課 は ， 財形年金貯蓄 の 状 況 を 把握す る た め，

契約者別 に 財形年金貯 蓄 記録簿 （ 別紙様式 3 ） を作

成 し ， 管理す る も の と す る 。

（ 財形年金貯 蓄 の契約 内容の変更 ）
第 14 財形年金貯 蓄 に 係 る 積立額， 積立期間又は 積立

日 （ 預入等の 日 ） そ の 他重要 な約定事項 の 変 更 は ，

原目｜！ と し て年 1固 と し， 10 月 1 日 か ら 10 月 1 1日 ま で

に 行う も の と す る 。

2 人 事課 は ， 前項の 規定に よ り 定め た 期 間 以 外 の 時

期 に 契約者か ら 財 形年金貯 蓄契約の 内 容の 変 更 に つ

いて申出 があ っ た場合に おいて， 当 該 変 更 の 目 的が

要 件違反 と な る 事実が生じ る こ と を 避 け る た め であ

る と 認め ら れ る と き は ， 前項の 規定に か かわ ら ず ，

こ れ を 受 け 付け る も の と す る 。

3 人事課 は ， 財 形年金貯 蓄契約の 内 容 の 変更 の 申出

を 受 理 し た 場合に は ， 財形年金貯 蓄記録簿に 所要 の

事項を記載す る も の と す る 。

4 第 5 ， 第 7 及 び第 8 の規定 は ， 財形年金貯蓄契約

の 内容等の変更 の場合に 準用す る 。

（ 財 形年金貯 蓄 の解約 ）

第 15 契約者 が在職 中 に 財形年金貯 蓄 を 解約 （残高の

全部又 は 一 部を払い 出 す場合を含 む。 ） し よ う と す る

と き は ， 契約金融機 関 の 所定 の 財 形年金貯 蓄 の 解約

に 関す る 申込書 （ 以下 「解約申込書」 と いう。 ） を作

成 の 上， 部局担当 係を経由して 人 事課 に 提 出 す る も

の と し ， 部局 担 当 係 は その際マー ク カ ー ド を 作 成 し

併せて提 出 す る も の と す る 。

2 人事課 は ， 前項の規定に よ る 解約申込書等 を 受 理

し た と き は ， 財 形年金貯 蓄 記録簿に 所要 の事項 を 記

載 し ， 速やか に 幹事金融機関 を 経 由 し て契約金融機

関 に 送 付す る と と も に ， 経理課に その 旨 を 通知 す る

も の と す る 。

（ 預貯金等の 残高報告）

4 
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第16 人事課 は ， 契約金融機関 に 毎年 2 回特定の時期

に預貯金等 の残高報告書 を 作成 さ せ， 財形年金貯蓄

契約 を 締結してい る 職 員 に送 付 さ せ る も の と す る 。

2 人事課は ， 契約金融機 関 に 財 産形成貯蓄 実施状況

調査報告書 （ 別 紙様式 4 ） に よ り 3 月 末及 び 9 月 末

現在の残高 を そ れ ぞれ 4 月 末及び10 月 末 ま で に 提 出

さ せ る も の と す る 。

（ 人事異動の場合の取扱い ）

第 1 7 人事課 は ， 共通貯蓄 取扱機関 に 係 る 契約 者が他

の機関に異動した 場合に は ， 当 該契約者の財 形年金

貯蓄 に 関す る 書類 を 異動先の機関 に 速や か に 送 付す

る も の と す る 。

2 人事課 は ， 契約者が他の機 関 に 異動し た場合 （ 前

項に 規定す る 場合 を 除 く 。） であ って， 当該契約者に

係 る 財 形年金貯蓄契約の継続が可能であ る と き は ，

当該契約者の財 形年金貯蓄に 関 す る 書類 を 異動先の

機関に速や か に 送 付す る も の と す る 。

3 人事課 は ， 前 2 項の規定に よ り財形年金貯 蓄 に 関

す る 書類 を送 付し た場合 に は ， 当該書類の写 し を 保

管して お く も の と す る 。
4 人事課 は ， 他の機関か ら 異動 して き た職 員 に つい

て財形年金貯蓄契約の継続 を 措置す る こ と が で き る

場合 に は ， 異動前の機関 か ら 当 該職 員 の 財 形年金貯

蓄 に 関す る 書類の送 付 を 受 け る も の と す る 。

5 人事課 は ， 契約者 に つ いて異動があ っ た と き は ，

そ の 旨 を 経理課及び幹事金融機関 を 経由して， 契約

金融機 関 に 通知す る も の と す る 。
（ 積 立 期 間 の 満 了 の 通知等及び財産形成年金貯蓄 の

非課税適用確認 申告書の提 出 ）

報 第250号

第 1 8 人事課 は ， 契約金融機関か ら 幹事金融機 関 を 経

由して， 契約者 に ついての積立 期 聞 の満 了 の 通知書

を 受 領し た と き は ， 財 形年金貯 蓄 記録簿に 所要 の事

項 を 記載し 当該 通知 書 を 速や か に 契約者 に交 付す

る も の と す る 。
2 前項の通知書の交付 を 受 け た 契約者は， 当 該積 立

期 間 の満 了 の日か ら 2 か 月 以 内 に 財産形成年金貯 蓄

の非課税適用確認申告書 を 人事課に提 出し， 人事課

は こ れ を 幹事金融機関 を 経由して契約金融機関 に 提
出 す る も の と す る 。

（ 書類の保存 ）

第四 人事課は ， 積立期 間満了の日の属す る 年 の翌年

か ら 5 年 間 ， 財 形年金貯蓄 記録簿その 他財 形年金貯

蓄 に 関す る 書類 を 保存す る も の と す る 。

（ そ の 他 ）

第20 こ の要 項 に 定 め る も の のほか 財 形年金貯 蓄 関 係

事務 に 関 し ， 必要 な事項は 学長が別 に 定め る も の と

す る 。

附 則
1 こ の要 項 は ， 昭和59年 8 月20日か ら 実施す る 。

2 昭和59年度 に 限 り 第 7 中 「10月 1日か ら 10 月 1 1日

ま で、」 と あ る の は「 9 月10日か ら 9 月20 日 ま で‘」 と ，

「 1 1 月 俸給支 給定日又は 12 月 期 末勤 勉手当支 給日」

と あ る の は 「 10 月 俸給支給定日又は 12 月 期 末 勤勉手

当支 給日」 と そ れ ぞれ読み替 え る も の と す る 。

別 記 I， 別 記 2 ， 別紙様式 l ， 別紙様式 2 ， 別紙様

式3， 別紙様式4…………（省略）

職員会館の宿泊の御案内
。利用 日……土・日 曜 日 及 び祝日も利用でき ますグ
＠申 し込み・・・…利用目の2 日前ま でに．グ
＠門限時刻…午後10時………御協力 を...・H・－・グ

品凶手 事

科学研究費補助金資料

て く だ さ い。昭和59年度 の予算額， 配分方針， 審 査方針等 につい

て 次 の と おり ま と めてみ ま し た の で， 今後の参考 に し （ 文部省科学研究費補助金採択課題一覧か ら抜すい ）

- 5 一



H召手1159年9 )] 1日発fJ 学 報 第250号

I . 昭和59年度科学研究費補助金予算額 （金額単位：千円）

種 目 昭 和 59 年 度
額

昭
当

和
初

5
予

8 年
算

度
額

対
比較

前
増

年
ム

度減予 算

科 品手拍 研 究 費 39,380,000 38,380,000 I ,000,000  
特 �JJ 推 進 研 q九h， 2, 300, 000 2, 000,000 300, 000 

が ん ヰ寺 日リ 研 ワプhl.. 2' 07 0' 000 2, 070, 000 。
自 然 災 害 特 別 研 究 530, 000 5 30 , 000 。
環 境 科 学 特 別 研 究 950, 000 9 50, 000 。
エ ネ ル ギ ー 特 別 研 究 2, 100, 000 2, 1 00, 000 。
特 定 石庁 q九h， 5, 27 0, 000 4, 770, 000 500 , 000 

キ念 ム仁3、 研 Ji: (A) 2, 530, 000 2, 530, 000 。
II (B) 180,000 1 80, 000 。

両主 研 究 (A) 3, 910  , 000 3, 910,000 。
II (B) 5,460, 000 5 ,460,000 。
II (C) 4, 520, 000 4, 520, 000 。

奨 励 研 Jc (A) 3, 330, 000 3,230,000 100, 000 
II (B) 90, 000 90, 000 。

5式 i験 研 ぜ7巴l.. 3, 015,000 3, 01 5, 000 。
j毎 外 Aナ4 体1 調 査 1, 22 5, 000 1, 125,000 100, 000 

特 別 石汗 ワJE 促 進 費 1, 900, 000 1, 900, 000 。
研 究 成 果 相j 行 費 780,000 780, 000 。

学 術 ，疋ム『． 期 刊 T丁 物 448, 000 448, 000 。
且寸盆ー， やr.r 図 書 220, 000 220, 000 。

次 干Jj 行 物 等 112 , 000 112, 000 。
特 定 奨 励 費 340,000 340, 000 。

�』' 計 40,500,000 39,500,000 1 ,000,000 

II . 昭和59年度科学研究費補助金の配分基本方針
（学術審議会科学研究費分科会審査部会決定）

昭和59年度科学研究費補助金の配分 は ， 昭和59年 2

月 6 日付け 「 昭和59年度科学研 究費補助金の 配分に つ

い て 」 の 諮 問 に お け る 配分に当た っ て の基本的考 え 方
に基つe く ほか， この基本方針に よ る も の と す る 。

1 . 全種目 共通事項
( 1 )  研究課題及 び成果刊行 は ， 各研究種 目 の 目 的 ・ 性

格に即し， 我が国 の学術の 現状に 即して重要 な も の

に つ き 重 点的に選定す る 。 特 に ， 研究課題 の選定に
当 た っ て は ， 研 究 目 的の 明確 さ ， 研究の独創性， 学
会へ の 貢献度等 を 考慮 す る と と も に当該研究者の従

来の研究成 果 を も 厳正 に 評価し， 研究成果 の期待で

き る も の を 選定す る よ う に 配慮 す る 。

な お ， そ の際新し い 学問 分 野 の 開 拓 及 び進 展 に つ
い て も 十分配慮 す る も の と す る 。

(2) 採択し た 研 究課題及 び成果刊行 に 対して は ， そ の

研究又は刊行の 内 容 に 対応す る 必要 な額 を 配分す る

も の と す る 。

(3) 研究及 び刊行計画の遂行上， 同一課題の継続 を 認
め る 種 目 に つ い て は ， 次年度以 降 に お け る 継続分 と

新規採択分 と の 調和が保た れ る よ う に 採択計画 を た

て る も の と す る 。

2 . 種目別事項
( 1 ） 特別 研究， 特 定研究については， 公募方 式 に よ る

研究に つ い て も 十分配慮 す る こ と と す る 。

- 6 -
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C ） 及 び

整

（ウ） 優 れ た 先駆的又 は 萌芽的研究 に 係 る 採択計

報学昭和59年9 月 1 日 発行

（エ） 人 文 ・ 社 会科学の研究 の 振興の た め の 調 整

（羽 そ の 他調整の必要が認め ら れ る 事項

試験研究に つ い て

各 専 門分野への研究費 の配分枠 に つ い て は ，

あらかじめこれ を 設けないこ と と し ， 第二段 審

査 に おけ る 各分野別小委員 会の 審査結果 を 踏 ま

え ， 運営小委員 会に お い て 調整決定す る 。

イ 前年度に継続 を 予定 し た 継続分の枠 と し て，

前年度配分額の 1 / 3 の 額 を あらかじ め 設け て

お く 。

3. 審査は非公開と し ， 審査の経過は他に漏ら さ な

固め調 整
ア

② 
ア

総合研究（A)
A の専門分野別配分額 A 6 a+Zb+Zc 

+(B-Z）× 

L、。
昭和59年度科学研究費補助金配分方式

（ 注 ） 要素： r A＝ 前 年度配分額

B＝本年度配分額
aニ前年度配分額比率
b＝ 申請研究経費比率
c＝ 申 請研究課題数比率

設け て お く 。

② 各研究種 目 の 本年 度配分額か ら 上記の継

続分の 額 を除 い た 分 に つ い て は ， 前年度配

分額の実績， 本年度 申 請研究経費及び本年

度 申 請研究課題数 の 各要素 を そ れ ぞれ 6 : 
2 : 2 の 比重で勘 案 し て 配分す る 。

一般研 究 （ A , B, C )  

A の専門分野別配分額 A 6 a+Zb+Zc 
+( B － ） × 

3 10  

10 

奨励研究（A)
8 a+lb十 l c 

B × 
10 

3 

2 

2 

3 

総合研究（B)

各専門分野への研究費 の配分枠 に つ い て は ，

あ ら かじめ こ れ を 設けな い こ と と し ， 各分野

別 小委員 会 の 審査結果 を 踏 ま え ， 運営小委員

会 に お い て 調 整決定す る 。

一般研究 （ A , B, C )  

前年度に 継続 を 予 定 し た 継続分の枠 と し

て ， 前年度配分額 の 1/3の 額 を あらかじ

め 設け て お く 。

④ 各研究種 目 の 本年 度配分額か ら 上記の継

続分の 額 を除 い た 分につ い て は ， 前年度配

分額の実績， 本年度 申 請研究経費 及ぴ本年

度 申 請研究課題数の 各要素 を それ ぞ れ 6 : 
2 : 2 の比重 で勘 案 し て 配分す る 。

（イ）

（ウ）

⑦ 

458 ,7 00 
53 ' 600 
97, 800 

416 , 000 
409 , 400 
235 ' 800 
396 ' 200 
279 ' 600 
182 , 900 

研究種目別 ・ 専門分野別研究費配分予定額
総合研究（A)

専

文
法
経
理
工
農
医
複
広

配分予定額（千円）

I斉

門

学
学
学
学
学
学
学
域
域

奨励研究（A)

本年度配分額 に つ き 前年度配分額の実績，

本年度 申 請研 究経費 及 び本年 度 申 請研究課題

数 の 各要素 を それ ぞ れ 8 : 1 : 1 の比重で勘

案 し て 配分す る 。

下 記に 掲 げ る 事項に つ き ， 450, 000千円の範

囲 内 で第 2 段審査に おけ る 調整 を 行 う 。

（ア） 専 門 分 野 を 通じて 採択率及 び充足率の均衡

を 図 る た め の調整

格段に優れ て い る 研究課題が極め て 高額な

研究経費 を 要す る た め ， こ れ を 採択す る 場合

に 定められ た 配分額では 当 該分野 内 に おけ る

採択計画に著 し く 支障 を 生 ず る 場合によ る 調

（エ）

イ

合 領
事責

（イ）

7 

(2) 二段審査 を 行う研究種目 の 取 り 扱 い 。

① 総合研究（A） ・ （B）， 一般研究 （ A , B, 

奨励研究（A） に つ い て

各小委員 会へ の研究費 の 配分 は ， 人文， 社会，

自 然科学 の 各分野に わ た っ て 調和 を 図 る と と も

に 学術研究の実態 に 適合す る よ う ， 次の方針に

基づ き 別添 昭和59年度科学研究費補助 金配分方

式によ る も の と す る 。

（ア） 総合研究（A)

⑦ 前年度に 継続 を予定 し た 継続分の枠と し

て ， 前年度配分額 1 / 2 の 額 を あ ら かじめ

計 2, 530, 000 
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試験研究

配分予定額 （千円）

7 

円
同一
千

究一
（

庁一
額

合一｛疋
総一
子分寸HU高同日

2 

3 , 015, 000 1 80 , 000 

参 考
文部大 臣か ら 学術審議会に対 し 「昭和 59年度科学研

究 費 補助 金の 配分につ い て 」 に よ り 諮問した 際「配分

に当たって の基本的事項Jと し て示さ れ た事項

配分に当 た っ て の基本的考 え 方 （ 別紙 ）

昭和59年 度科学研究費の研究計画調書 及 び 同 目 録

昭和59年度研究成果刊行 費 の 計画 調書 及 び 同 一覧

2 

専 門 配分予定額 （千円 ）

人 文 系 1 66 ,  700 
物 理 系 1 ,  1 88 ,  900 
化 寸＂＂ー与 系 654 , 100 
生 物 系 1 , 729 , 900 
広 事責 域 1 70 , 400 

計 3 ,  910 , 000 

一般研究（刈3 

3. 

配分に当つての基本的考え方

1. 昭和59年度科学研究費補助 金 （ 科学研究 費 及 び研

究成果刊行費 ） の 予 算 の範囲 内において 配分す る こ

紙〉〈別

と。
2 .  科学研究 費 の う ち ， 総合研究（A） ・（B）， 一般研究，

奨励研究（A） 及 び試験研究にあ っ て は ， 書 面 に よ る第
1段審査と合議に よ る第2段審査の二段審査とす る

専 ri 配分予定額 （ 千円）

人 文 系 341 , 800 
物 理 系 1 , 454 , 200 
化 A子u.ー 系 893 , 400 
生 物 系 2 , 628,300 
広 事貢 域 142 , 300 

言十 5 , 460 , 000 

一般研究（B)4 

国 際的に高 い 評 価 を 得て い る研究であ っ て ，

れ を よ り 一層促進す るた めに特に多額の研究費 を

必要とす るも の につ い て ， 重点的に研 究 費 を 交付

す る こ とに よ り ， 格段に優れ た 研究成 果が期待さ

れ る も の であ っ て ， 1 人又 は 比較 的 少 人数の研究

者 で組織す る研究課題 を 選定する 。

イ 研 究計画 の遂行上 ， 同一課題 を 次年 度以 降 も 継

続 し て 研 究 を 行 う 必要があ る場合 は ， その継続期

間 は 3 ～ 5 カ 年と し ， そ の年 限内に研究が一応終

了 す る よ う に 配慮 す る。

がん特別 研究
がん 制圧に関 す る社会 の 強 い要望に応 え ， がん

の予防， 診断， 治療 を 確立 す るた めに必要 な が ん

の 基礎 的研 究 を 集 中 的に推進す る こ と を 目 的とす

る も の で， 特にが ん の予防 を 対象とする発がん 物

質 及 び発がん機構の解析， が ん の診断 を 対象とす

るが ん の生物学並びにが ん 細 胞 の 本態に 関 す る研

究 及 び制 がんに関す る基礎的研究に重 点 を お き ，

こ と。
種 目 別 配分 審査の 考 え 方

( 1）科学研究費
① 特別 推進研究

ア

一般研究（C)5 

3 配分予定額 （千円 ）

そ

事貢

6 

263 , 300 
3 1 , 500 
62 , 600 

761 , 600 
1 , 037 , 600 

499 , 200 
1 , 525,400 

338 , 800 

4 , 520 , 000 

配分予定額 （千円 ）

門

学
学
学
学
学
学
学
域

P可

専

文
法
経
理
工
農
医
複

i斉

五十

奨励研究（A)

l入口

専

ア
② 203 ,  10 0 

26 , 600 
43 , 300 

376' 300 
706 , 000 
229 , 800 

1 , 50 1 , 800 
243 , 100 

学
学
学
学
学
学
学
域

j斉

文
法
経
理
工
農
医
複 予貢よ入0 

8 

3 , 330,000 ＋i
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年次的， 計画的か つ 集 中 的研究計画の も と に 優れ

た 成 果があ が る よ う な も の を 選定す る 。

イ 研究計画の遂行上， 同一課題 を 次年度以降 も 継

続 し て 研 究 を 行 う 必要があ る 場合は， その継続期

聞は 3カ年 以 内 と し ， その限度年 限 内 に 研 究が一

応終了 す る よ う に 配慮す る 。

③ 自 然災 害特別研究
ア 災 害対策等の社会的要請にか ん がみ ， 自 然災 害

の 実態 を 究 明 し ， その 予防， 軽減策 を 確立 す る た

め， 防災 工学， 地球科学等 に 限 ら ず 関 連諸領域の

研究 を 総合 し た 基礎的研究 を 重点的か つ 集 中 的 に

推進す る こ と を 目的 と す る も の で， 特 に 異常 自 然

現 象 の 最大規模， 極値， 災害の素因． 誘因の予知 と

制御， 各種の防災 機能の破壊 限 界， 災 害拡大の メ
カニ ズム， 災 害の防止 ・ 軽減 シ ス テム， 環境の変

化 に 伴 う 自 然災 害 の予iQlj， 特定地域の 自 然災 害の

予 測 及 び都市震外対策の研究に 重 点 を お き ， 年次

的 ， 計画的かつ集 中 的研究計画 の も と に優れた 成

果 が あ が る よ う な も の を選定す る 。

イ 研究計画の遂行上， 同一課題 を 次年度以降 も 継

続 し て 研究 を 行 う 必要がみ る 場合は， その継続期

間は 3カ年以内 と し ， その限 度年限 内 に 研究が一

応終了す る よ う 配慮 す る 。

④ 環境科学特別研究

ア 人 間活動 が 人 間 を と り ま く 環境 に 及 は、す影響 と ，

それが更 に 人 聞 の 福祉， 健康， ひ い て は生存 に ど

う はねか え っ て く る か の問題 に つ い て ， 全地球的

な い し 地域 的 な 規模 で， その基礎的研究 を 集 中 的

に 推進す る こ と を 目 的 と す る も の であ り ， 環境現

象の動態の 究 明 ， 環境悪化が人 間 に 対 し て与 え る

影響の解明， 環境の保全 な い し 改善の た めの 技術

的手法の 開 発 （ 環境改善技術） ， 環境保全の理念

及び制度若 し く は仕組み と し て の保全手法の研究，

環境 に お け る 物質の挙動 に 関 す る 情報の計測 と デ

ー タ 処理手法の研究 等 に 重点 を お き ， 年次的， 計

画的かつ集 中 的研究計画の も と に優れ た成果があ

が る よ う な も の を 選定す る 。

イ 研究計画 の遂行上， 同 一課題 を 次 年度以降 も 継

続 し て 研究 を 行 う 必要があ る 場合は， その 継続期

間は 3カ年以 内 と し ， その限度年 限内 に 研究が一

応終了 す る よ う に 配慮 す る 。

⑤ エ ネ ルギー特別研究

ア エ ネ ル ギー特別 研 究 （ エ ネ ル ギー ）

（ア） エ ネ ル ギー 問 題 に 関す る 社 会的要請 に か ん が

報 第2印号

み， エ ネ ル ギ ー に 関す る 社会的 ・ 経済的諸問題

の研究， 新エ ネ ル ギー の 開 発 に 関す る 基礎研究

及 びエ ネ ル ギー の 有効利用 に 関す る 基礎的研究

を 集 中 的 に 推 進す る こ と を目的 と す る も の で，

エ ネ ル ギー に 関す る 社 会 的 ・ 経済的諸問題， 石

炭の 変 換利用 ， 化学 的 エ ネ ル ギ一， 太陽光 に よ

る 光合成， 生 物エ ネ ル ギ一， 自 然エ ネ ル ギー，

ト リ ウム燃料， 海 水 中 ウ ラ ン 採取， 熱エ ネ ル ギ

ー の 高 効率利用 ， 電気エ ネ ル ギ ー の 有効利用 ，

生物資源 に か か わ る エ ネ ル ギ一利用 の高効率化，

化学 プ ロ セ ス に お け る エ ネ ル ギー の有効利用 に

関 す る 研究に 重点 を お き ， 年次的， 計画的かっ

集 中 的研究計画の も と に優れ た成果が あ が る よ

う な も の を選定す る 。

（イ） 研究計画の遂行上， 同一課題 を 次年度以降 も

継続 し て 研究 を 行 う 必要があ る 場合は， その継

続期 間は 3カ年以内 と し ， そ の 限度年 限 内 に 研

究が一応終了 す る よ う に 配慮す る 。

イ エ ネ ル ギー特別研究（核融合 ）

同 長期 的 エ ネ ル ギー 資源の確保 に 関 す る 社会的

要請 に か ん がみ ， 核融合エ ネ ル ギー の 制御 ・ 手IJ

用 に つ い て広範 な 関連分野に お け る 学術研究 を

集 中 的 に 推進す る こ と を 目 的とす る も の で， 炉

材料 及 び プ ラ ズマ ー壁相互作用 ， ト リ チ ウム理

工学 及 び生物影響， 炉心制御の 基礎， 超電導マ

グネッ ト の 開 発， 核融合プラ ン ケ ッ ト 工学及 び

核融合炉設計 と 評 価等の研究に 重点 を お き ， 計

画 的 か っ 集 中 的研究計画の も と に優れ た 成果が

あ が る よ う な も の を 選定す る 。

（イ） 研 究計画の遂行上， 同一課題 を 次年度以降 も

継続 し て 研究 を 行 う 必要があ る 場合は， その継

続期 間は 3カ年 以 内 と し ， その限度年 限 内 に 研

究が一応終了す る よ う に 配慮 す る 。

⑥ 特 定 研 究

ア その研究領域が学術的又は社会 的要請 の 強 い も

の と し て 特に 定め ら れ た こ と に か んがみ， 当 該 領

域の基礎的研究 を 年 次 的 に 推進し， その 領域の研
究 を 画期的に 発 展 さ せ る た め に 貢献す る 研究課題

を 選定し それ ぞれの研究領域の研究目的が有効

に 達成 さ れ る よ う 配慮 す る も の と す る 。

イ 各研究領域の研究期間は 3カ 年 であ る こ と に か

んがみ， 研究計画 の 遂行上同一課題 を 次年度以降

も 継続し て研究 を 行 う 必要が あ る 場合は， 当 該研

究領域 の 限度年 限内 に 研究が終了す る よ う に 配慮
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す る 。

⑦ 総合研究（A)
ア ー研究機関 を 越 え て 広〈異 な る 機関に 所属す る

研究者が， 共同し て 緊密 な 連絡の も と に 行 う 焦点

のしぼ ら れ た具体的な 研究 であ っ て 特 に 研究組織

が研究者個 々 の単 な る 集合体 では な し 有機的協

力性があ る共同研究で研究の進め 方が着 実 で必、要

研究費が合理的 であ る と と も に ， 成果の学界への
高 い 貢献度が明確 に 示 さ れ る よ う な 研究計画 であ

る もの を 選定す る 。

イ 研究計画の遂行上， 同 一課題 を 次年度以降 も 継

続して 研究 を 行 う 必要が あ る 場合は ， その継続期

間 は 3カ年以 内 と し ， その 限度年 限 内 に 研究が一

応終了す る よ う に 配慮す る 。

⑧ 総 合 研 究 （B)

ア l 研究機 関 を越 え て 広 〈 異 な る 機関 に 所属す る
研究者が研究連絡 を 主 目 的 と す る もので， 次の 各
項のいず れ か に 該 当す る もの を 選定す る 。

（η 「特定研究」 や 国 際協力研究等の よ う に ， 実

施前に 研 究計画の検討 を 必要 と す る も の 。

（イ） 境界領域 あ る い は 新し い 学問分野等の研 究 で

具体的 な目的 を も っ研究集会等に よ っ て研究連

絡 を 特に 必要 と す る もの。

（ウ） その他学術振興上特 に 研究連絡の必要性が認
め ら れ る もの。

イ 研 究期 間 は 1 年 とす る 。

⑨ 一 般 研 究
ア 同ーの研究機関 に 所属す る 研究者が数 人 で共 同

し て 行 う 研 究又 は 1 人 で行 う 研究であ っ て ， 特色

あ る 研 究 を 格段 に 進展 さ せ る よ う な 研究 課題 を 設

定す る 。 特に 焦 点のしほ ら れ た 具体 的 な 目 的 と 独

創 的 な 研究内容 を持 ち ， 研究の進め方が着実で研

究経費が合理的 で、あ り， か つ 研究成果の学 界への

高 い 貢献度などが明確 に 示 き れ る よ う な 研究計画

で あ る も の を 選定す る 。

な お ， 研究代表 者 と 異 な る 機関 に 所属す る 研究

者が研究分担者 と し て 一部協力す る 場合 で あ っ て

も ， その数が1 名 であり， かつ， 研 究 費 全額 に つ

い て ， その管理 を 研究代表者の所属す る 研究機関

に お い て 行 う 場合 は ， 一般研 究 と して 取り扱 う も
の と す る 。

イ 研 究計画の遂行上， 同一課題 を 次年度以降 も 継

続して 研 究 を 行 う 必要があ る 場合 は ， その継続期

間 は 3カ年以 内 と し ， その 限度年限内 に 研究がー

報
応終了 す る よ う に 配慮す る 。

⑪ 奨 励 研 究 （A)

ア 研 究機関に 所属す る 37オ以 下の若 い 研究者 （ 昭

和22年 4 月 1 日 以 降に生 ま れ た 者 ） が1 人 で行 う

研 究 で あ っ て ， 将 来の発展が期待でき る 優れ た 着

想 を も っ研究課題 を 選定す る 。

第250号

イ 研究期 間 は l 年 と す る 。

⑪ 奨 励 研 究 （B)

ア 小 ・ 中 ・ 高 等学校の教職 員 ， その他研究機 関 に

所属し な い 研究者の行 う 研究 で， 大学等の研究機

関 で行 わ れ な い よ う な教育的 ・社会的意義 を 有す

る 研究課題 を 選定す る 。

イ 特に 研究者の研究実績 ・ 研究遂行の熱意 等 を 考

層、し， 研究計画に 具体性の あ る も の と す る 。

ウ 研究期間 は 1 年 と す る 。

⑫ 試 験 研 究
ア 同ーの研究課題に つ い て 研 究者が通常数 人 で共

同し て 行 う 研究であ っ て， 基礎 と な る 研究 成果の

累 積 を 踏 ま え て ， 更 に 研究 を 発展 さ せ る こ と に よ

り， 研究の成果 が実用 に 移 さ れ る 可能性 を も っ 試

験的 ・応用 的 な 研究課題 を 選定す る 。

イ 対象 と な る 研究の例 と し て は ， 次の よ う な も の
が考 え ら れ る 。

（η 新し い材料 （ 医薬 品 ， 実験動物， 医 用材料 を

含む ） ， 新し い手法等の開 発 に 関す る 研 究

（イ） 新し い 高 性能の機器 （ 研究機器 を含む ） の試

作研究

（ウ） 新しい シ ス テ ム な い しソフ ト ウ エアの開発に

関す る 研究

（司 その他

ウ 研究計画 に つ い て は ， 試験研究の趣旨が十分生

かされ る よ う な規模の計画 であ る こ と ， ま た ， 民

間 等の研究者の参加 ・ 協力 （ 例 え ば， 研究分担者）

を 得て ， 有効適切 な 研究組織の編成 を 図 ら れ て い
る こ と が望 ま し い 。

エ 研究期 聞 は 3年 を 限度 と し， 次年度以降の継続

を 必要 と す る 研究課題に つ い て は ， 2 年又は 3年

の問に 研究 が一応終了す る よ う な 研 究計画が立て

ら れ て い る こ と 。

⑬ 海 外学術調査
ア 現地調査

（ア） 野 外調査等海外 に お け る 調査研究であ っ て ，

学術上の 目 的 を も ち ， 具体的計画の も と に優れ

た 成果の期待でき る もの を 選定す る 。
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り 上げ刊行経費等 を 配分し， 優 れ た 研究成果 の 公的流

通の促進 を 図 る も の であ る 。

学術定期刊行物

我が国の代表的な 学会等が， 定期的に 刊行す る 欧

文誌又は欧文抄録 を 有す る 和文誌で， 学術的価値が

高い も の を 選定す る 。

② 学 術 図 書

個人又は 学会等が， 学術研究 の 成果 を 発表す る た

め に 刊行し よ う とす る 学術図 書 で， 学 術 的 価値が高
い も の を 選定す る 。

二次刊行物等

個人又は 学会等が， 学術情報 ・ 資料の利用 の円滑

化 を 図 る こ と を 目 的 に 作 成す る も の で， 利用 価値の

高 い も の を 選定す る 。

な お ， ①， ②， ③ い ず れ の場合 も ， 特 に 学術の国

際交流に 重要な役割 を 果 た す こ と が期待 さ れ る も の
に 重 点 を お く 。

① 

③ 

学

（イ） そ の研究組織が主体 と な っ て 調査研究 を 行 う

も の と す る 。

調査総括

野 外調査等 を 実施した 後， 更 に 圏 内 に お い て こ

の 調査結果の総合的 な研究 を 行い， 優 れ た 成 果が

期待 で き る も の を 選定す る 。

特別研究促進費

研究助 成 に 関す る 新構 想 の 実験的試行 を 行 う 。

イ 緊急か つ重要な研究課題の発生 に 対応して 研究

費 の 配分 を 行 う 。

そ の 他研究費の配分に 関 し 必要 な 調 整 を 行う。

(2）研究成果刊行費
研究成果刊行費 は ， 重要な学術研究の 成 果及び学術

資料の作成 を 援助 す る こ と に よ っ て ， 我が国の学術の

振興 と 普 及 に 資す る と と も に ， 学 術の国際交流に 寄与

す る こ と を目 的 と す る 経費であ っ て， 研究者等が計画

す る 刊行， 翻訳等の事業の う ち ， 持に 重要 な も の を 取
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2 .  審査会の日程
(1) 運営会議

2月16日 （木）
(2) 運営委員会

2月17日 （金）
(3) がん特別研究審査会

2月23日 （木）
3月 8 日 （木）
3月15日 （木）

(4) 自然災害特別研究審査会
3月12日 （ 月 ）
3月13日 （火）

(5) 環境科学特別研究審査会
2月23日 （木）
2月24日 （金）

(6) エネルギー特別研究審査会
（エネルギー）

2月29日 （水）
3月 1 日 （木）

（核 融 合）
3月16日 （金）
3月17日 （土）

(7) 特定研究審査会

学

月 日（曜） 小 委 員 会名
2月17日樹 運営小委員会

3月 8 日（村 情報化 社会における言語の標準化
2月28日（刈 機能性セラミックスの研究
2月21日（火） 極微構造エ レク トロニクス

3月 1 日同 先導的精密合成化学 の研究
3月 6 日（刈 多相系 生医学材料の設計に関する研究

2月29日休） 分子レベルにおける 進化 機構
3月 2 日幽 遺伝情報のシ ステム編成

2月21日（刈 生体におけるエネルギ一転換機構
2月27日（月） 多目的総合統計データパンクの開発
2月29日休） 燃焼現象の レーザ計測とモデリング

3月 9 日掛 量子凝縮相の基礎 研究
3月 6 日（火） 分子集合 体の高次組織と 機能

2月27日（月） 多細胞 体制の形成機構
3月 9 日幽 組換えD N Aの発現と生体 機能
3月14日かめ 生 物の適応戦略と社会構造

2月28日（刈 生
生
物
物学

トへキ
の
シ

応
ン用の基礎的研究とその 医学

3月14日（水） 交通災害の抑止と補償のシステム研究

3月19日（月） す
多元

る
知
研究

識情報の知 的処理と統合化に関

報 第250号

3月14日ヤドj 情報変換機能をもっ有機薄膜
3月16日掛 工超音学波へス

の
ベ

応 用クトロスコピーとその 物質

2月21日（刈 新超伝導 物質
2月28日（刈

現
細胞
の機
内

作
プロセシングと生体分子機能発

3月 9 日幽 生体電気信号の発生機構
3月 2 日幽 食品機能の系 統的解析と展開
3月 1 日同 神経難病の発症機構
4 

月
月23日開（刈

） バ
の重

イ
点

オ
研

サ
究

イエンスの進展に基づくがん
4 24日

(8) 一般研究等審査会
① 第1段審査（書面審査）

2月22日休）～3月15日（木）
② 第2段審査（合議審査）

月 日（曜） 小 委 員 会名
2月16日同｜運営小委員会

4月19日体）
4月 9 日（月） I ｜ 人文系・物理系・化学系・生物系4月10日伏）｜
4月11日制｜法学（11日のみ），経済学（12日のみ）
4月12自体）｜理学・工学・農学
4月13日幽｜｜文学・医学・複合領域4月14日（士） I 

(9) 試験研究審査会
① 第1段審査（書面審査）

2月22日(7）＼）～3月15日（村
② 第2段審査（合 議審査）

月 日（曜） ｜ 小 委 員 会名

� 月
月 1� 日

日
幽(7)\) 運営小委員会

4月16日（月） 人文・社会科学
4 月

月
17 日（

（
水刈
） 農学・医学4 18日

！ 月
月 �� 日

日
刊
仕）｜理学・工学

(10) 奨励研究（B）審査会
4月 6 日 （金）

(11) 海外学 術調査審査会

月 日（曜）
昭和田年8月 2 日（刈
昭和59年4月13日樹
昭和59年7月（未定）

備 考
現 地 調 査

調 査 総 括
が ん 特 別調 査

ワ臼
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ら み て 不適当 な も の は 採択しな い 。

審査は 非公開 と し， 審査の経過は 他に漏 ら さ

成 果刊行審査会）
 
ワ白l

 

（
 

(3) 
ムE
ムZ
ム五
ムTA
ムZ
ム云
ムE

名

運 営 小 委 員
人 文 科 学 小 委 員
社 会 科 学 小 委 員
理 工 系 小 委 員
生 物 系 小 委 員
複 合 領 域 小 委 員
デ ー タ ベ ー ス 小 委 員

,6.‘ Z三小 委 員

4 月 23 日 （月）

月日（曜日）

ぷ〉、ヱエ員ラ長吉Zご見ぷー昌運4 月 24 日 （火）

⑤ 
な い 。

エ ネルギー特別研究 （ エ ネルギー） 審査方針
エ ネ ルギー特別研究（エ ネ ル ギ ー ） の 審査は，

別に定 め る 配分基本方針に基づ く ほか， こ の審査

方針に よ る も の と す る 。

① 昭和59年度科学研究費補助金公募要領 （エネ

ル ギ ー 特別研究 （エ ネ ル ギー ） ） の趣旨に従 い ，

そ の 基礎的研究 を 年 次 的 ・ 計画的にしか も 集 中

的に 発 展す る よ う に 配慮す る 。

② 計画研究方 式に よ る 推進 を 図っ て い る 研究計

画につ い て は ， 当該計画の 達 成につい て 十分配

層、 す る も の と す る 。

③ 研究が終了 し た のち， 研究報告が発 表 さ れ る

よ う な研究課題 を 選定す る 。

④ 学術上重要な研究であ っ て も ， 上記ア， ウ か

ら み て 不適当 な も の は 採択しな い 。

審査は非公 開 と し， 審査の 経過 は 他に漏 ら さ

13 一

⑤ 
な い。

エ ネルギー特別研究（鞍融合）審査方針
エ ネ ル ギー特別研究 （ 核融合 ）の 審査は 別に定

め る 配分基本方 針に基づ く ほか， こ の 審査方針に

よ る も の と す る 。

① 昭 和59年度科学研究費補助金公募要領 （ エ ネ

ル ギー特別研究 （ 核融合 ） ） の 趣旨 に 従 い そ の 基

礎的研究 を 年 次的 ・ 計画 的に し か も 集 中 的に発

(4) 

(5) 

ウ ，

⑥ 
な い 。

自然災害特別研究審査方針
自 然災害特別研究 の 審査は ， 別 に 定め る 基本方

針に基づ く ほか ， この 審査方針に よ る も の と す る 。

① 昭和59年度科学研究費補助金公募要領 （ 自 然

災害特別研究 ） の趣旨 に 従 い， そ の 基礎的研究

を 年次的， 計画 的にしか も 集 中 的に発展す る よ
う に配慮す る 。

② 計画研究方 式に よ り 推進 を は か っ て い る 研究

計画につ い て は ， 当該計画 の 達 成につ い て 十分

配慮す る も の と す る 。

研究が終了した のち， 研究報告が発表 さ れ る

よ う な研究課題 を 選定す る 。

学術上重要 な研究であ っ て も ，

3. 審 査 方 針
(1) がん特別研究審査方針

がん 特別研究の審査は ， 思ljに 定 め る 配分基本方

針に 基づ く ほか， こ の 審査方針に よ る も の と す る 。

① 昭和59年度科学研究費補助金公募要領 （ がん

特別研究 ） の趣旨に従い， そ の 基礎的研究 を 年

次的・計画 的に し か も 集 中 的に発展 す る よ う に

配慮す る 。

② 計画研究方式に よ り推進 を は かつて い る 研究

計画につ い て は ， 当 該計画の 達 成 の 可能性につ

い て十分配慮す る も の と す る 。

③ 研究が終了し た の ち， 研究報告が発表 さ れ る

よ う な研究課題 を 選定す る 。

④ 課題の選定に当 た っ て は 対がん1 0 カ 年特定研

究及び厚生省が ん 関係経費 と の 関 連 を 十分配慮、

す る 。
学 術上重要 な 研究で あ っ て も ， 上記ア ，

エ か ら み て不適当な も の は 採択し な い 。

審査は非公開 と し， 審査の経過 は 他に漏 ら さ

r/台、上記ア ，

(2) 

③ 

④ 

⑤ 
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展す る よ う に配慮す る 。

学

② 計画研究方式に よ る 推進 を 図 っ て い る 研究 計

画につ い て は ， 当 該計画の達成につ い て 十分配

慮、す る も のとす る 。

③ 研究が終 了 した のち， 研 究報告が発表 さ れ る

よ う な研究課 題 を 選定す る 。 た だし， 研究分野

に よ っ て は ， 当 該研究の遂行に よ っ て 事後の研

究 の 進展に貢献す る よ う な 基盤的研 究 も 重視す

る も のとす る 。

④ 学術上重要な研究で あ っ て も ， 上記ア， ウ か

ら み て不適 当 な も の は 採択しな い 。

⑤ 審査は 非公開とし， 審査の経過は 他に漏 ら さ

ない。

(6 )  特定研究審査方針
特定研究の審査は ， 別に定め る 配分 基本方 針に

基づ く ほか， こ の 審査方 針に よ る も のとす る 。

① そ の領域が選定 さ れ た 最初の年か ら 当 該領域

の 限度年限 内に研 究が終了 す る よ う に配慮す る 。
② 計画研究方式に よ り 推進が はか ら れて い る 研

究計画につ い て は ， 当 該計 画の 達 成 の 可能性に

つ い て じ ゅ う ぶん 配慮す る も のとす る 。

③ 研究が終了 し た のち研究報告が発表 き れ る よ

う な 研究課題 を 選定す る 。

④ 学術上重 要 な も の であ っ て も ， 上記ア及びウ

か ら み て 不適 当 な も の は 採択し な い 。

⑤ 審査は 非公開とし， 審査の 経過 は 他に漏 ら さ
な い 。

(7) 総合研究（A） ・ （B） ， 一般研究（A） ・ （B） ・ （C）及び奨励
研究（A）審査方針

（ 学術審議会科学研究費分科会審査部会一般研

究等運営小委 員 会決定 ）

総合研究（A), (B）， 一般研究（A), (B), (C）及び奨励

研 究（A）の 各研究種目に係 る 審査は， �IJ に定め る 配

分基本方針に基づ く ほか， こ の 審査方 針に よ る も

のとす る 。

① 審 査 機 構

第 1 段審査は ， 個々 の研究計画調書につ い て

専 門 的見地か ら 書面に よ り 審査す る 。

第 2 段 審査は， 第 1 段審査の審査結果 を 基に

し て 広 い 立場か ら 総合的に必要 な 調 整 を 果す こ

と を 主眼とし て， 合議に よ り 審査す る 。

② 評 点 基 準
第 l 段階 お け る 評 点 の 基 準 は 別に定め ると

こ ろ に よ る 。

- 14 -
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③ 各小委員 会にお け る 専 門 分 野へ の 配分額

各小委員 会にお け る 配分につ い て は ， 各研究

種目あ る い は 各 専 門 分野 の 内 容， 実態 を 考 慮、 の
う え 前 年度配分額， 本年度 申 請研究経費及び本

年 度 申 請研究課題数 を 勘 案し， 各小委員 会 で定

め る も のとす る 。

④ 継続の取扱い

次年度への継続 の 内約 を す る 場合は 翌年度の

新規採択分 を 考 慮、し， 内約す る 配分総額が総合

研究（A）に あ っ て は ， 本年 度予算額の 1 / 2 を 上

回 ら な い よ う に， 一般研究 （ A ・ B · C ） にあ

っ て は ， 原則として 1 / 3 を 上回 ら な い よ う に

配慮す る こ と。
⑤ 審査にあ た っ て 特に配慮す る 事項

ア 優 れ た 先駆的又 は 萌 芽的研究につ い て は ，

そ の育 成 を 図 る た め の 配慮 を 行 う 。

イ 人 文 ・ 社 会科学の採択計画 を た て る に あ た

つ て は ， そ の振興 を 図 る た め， 例 え ば総合研

究（B） を 活用 し た 適切 な 共 同 研究 の組織化， そ

の特性 を 活か す た め の 一般研究（C） を 中 心とし

て の 研究の採択等につ い て ， 適切 な配 慮 を行

7 。

ウ 総合研究（刈 の 採択計画 を た て るにあ た っ て

は ， 高 額 の研究費 を 必要とす る 課題 の採択 も

し う る よ う 配慮 す る 。

⑥ そ の 他

ア 研 究課題の合併及び他の研究種目又 は 専 門

分野への移し換 え は し な い 。

イ 審査は非公 開とし， 審査の経過 は 他に漏 ら

さ ない。

(8 ) 試験研究審査方針
（ 学術 審議会科学研 究 費 分科会審査部会試験研

究運営小委員 会決定 ）

① 審 査 機 構
ア 専 門 分 野 別に設け る 5 つ の 小委員 会 （ 人文 ・

社 会科学， 理学， 工学， 農学及び医学） 及び

各小委員 会 の 代表者に よ っ て 構成す る 運営小

委 員 会 を 設置す る 。

な お， 複合領域及び広領域につ い て は ， 当

該研究計画調書の 内容 等 を み て ， 適宜各分野

別 小 委 員 会に割振 る 。

イ 審査は 各分 野別小委員会にお い て 第 1 段 審

査 の 評 価 を 参考 資料とし， 採択候補課 題 を 選

定の う え ， 運営小委員 会におい て 総合的見地
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か ら 合議に よ り 調 路， 決定す る 。

② 審査の 観点

ア 試験研究の性格 ・ 目 的 （ 同 ー の研究課題に

つ い て 研究者が通常数 人 で共 同 し て 行う研究

であ っ て ， 基礎と な る 研究成果 の 累積 を 踏 ま

え て ， 更 に 研 究 を 発展 さ せ る ことに よ り， 研

究の 成果が実用 に 移 さ れ る 可能性を も っ 試験

的 ・ 応 用 的 な 研究 を 主 な対象と す る 。） を 十分

踏 ま え ， 試験研究に ふ さ わ し い 研究課題 を 精

選す る 。

イ 研究 目 的 の 明 確 色 研究の独 創性， 学 界や

社会への 貢献度， 研究遂行の 能 力 等 を 考 慮 し

て ， 優 れ た研究成果の期待で き る も の を 選定
す る よ う 配慮す る 。

ウ 第 1 段 審 査 に お け る 評点 の 基 準 は 別 に 定め

ると こ ろに よ る 。

③ 研究費の 配分

ア 各専 門 分 野への研究費の配分枠 に つ い て は ，

あ ら か じ め こ れ を 設け な い こ とと し ， 各分野

別小委員 会 の 審査結果 を 踏 ま え て 運営 小委員

会に お い て 調整， 決定す る 。

イ 採択 し た 研究課 題 に 対 し て は ， 所期の研究

成果が達成で き る よ うに研 究 内 容 に 対応す る

必要 な 額 を 配分す る 。
そ の 際， 多額の研究費 を 必要と す る 研 究課

題に つ い て も 特に 配 慮す る な ど 1 件 当 た り の

配分傾の充実 を図 る 。

ウ 次年 度への継続 を 内 約 す る 場令 は ， �｛1� 年 度

に お け る 継続分と新規採択分と の調和 を 保つ

た め ， 内約す る 配分総額が本年度配分総額の

1 / 2 を 上 回 ら な い よ う に 配慮す る 。

エ 技術教育振興等への貢献度に つ い て も 配慮

し 必要 な 調 整 を 行う 。

④ そ の 他

ア 研究課題の合併及び他の種目又 は 専 門への

移 し 換 え は し な い 。

イ 審査は 非公開と し ， 審査の経過 は 他に 漏 ら

き な い 。

(9） 奨励研究（B）審査方針
① 研究課題の選定に 当 た っ て は， 次の点 に十分

配慮す る も のとす る 。

ア 教 育 的 あ る い は 社会的意義 を 重視 す る 。

イ 大学等の研究機関 等 で行 わ れ な い よ う な も
の を 重視す る 。
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ウ 研究者の 研 究実績， 研究遂行の 熱意等 を 考

慮 す る 。
エ 特 に 研究計画 の具体性 に 留 意す る 。

オ 研究成果の期待 き れ る も の を 選定す る 。
カ 同一研究代表者 を 引 き 続 き 2 年以上採択す

る こと は 原 則と し て 行わ な い 。

② 必要に よ り 専 門 分野別等の調 整 を 行う

(1 0) 海外学術調査審査方針
① 調査研究の 目 的及び計画が明 確で、あ り ， か っ

学術上の 意義が高 い 調査研究であ る こ と 。 た だ

い 国際交流の促進に 寄与 し 又 は 調査研究 の 円

滑 な 実施 を 期す る た め に 必要 な 場合 は ， 相手国

研究者 に 対す る 現地 に お け る 教育 ・ 訓 練の実施

等 を 含め る こ と が で き る も の と す る こ と 。

② 既に 研究成 果 の 累積があ り ， こ の調査研究が

そ の研究の一環と し て ， 優 れ た 成果が期待 さ れ

る も の であ る こ と。 な お ， 既存の関連研究成果

等に つ い て十分検討が な さ れ て い る こ と。

③ 調査研究の計画が具体的に た て ら れ て お り ，

相手国関係機関及び相手国研究者との連携がと

ら れ て お り ， 相 手 国へ の 入 国等事前 の 準備が整

っ て い る こと 。

④ 野 外調査等 海 外 に お け る 調査研究 を 必要とす
る も の であ る こ と。

⑤ 調査研究 の 結果 を 整理 し ， そ の 成果が公表 さ

れ る も の であ る こ と及び調査研究 に よ る 収 集 資

料等の 整理 ・ 保管及び適正 な 利用 に つ い て十分

配慮、 し て い る も の であ る こ と 。

な お ， か つ て こ の補助 金に よ っ て 実施 さ れ た

調査研究 に つ い て は ， 当 該研 究 成果 が公表 さ れ，

か っ こ れ が高 い 評 価 を 受 け て お り ， 引 き 続 い て
調査研究 を 行 う に 足 る も の であ ると認め ら れ る

も の で あ る こ と。

⑥ 原 則と し て 複数の研究者で調 査研究組織が構

成 さ れ る も の であ り ， ま た ， 各構成 員 の 聞に 有

機的協 力性が認め ら れ る も の で あ る こ と。

⑦ こ の調査研 究組織に よ り 主体 的 に 実施 さ れ る

も の で あ る こ と 。

⑧ 相手国 の研究者との共 同研究の実施， 研究成

果等の相手国へ の 還 元 を図 る な ど 国 際協 力 ， 国

際学術交流に つ い て 配慮 が な さ れ て い る こと。

⑨ 災 害発生 の場合の補償 に つ い て ， 十分対処 し

う る も の で あ る こと。

⑬ 調 査研 究 は ， 昭 和 59年 4 月 1 日 か ら 昭 和60年
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3 月 3 1 日 ま での 間 に 着手し， 終了す る も の であ

る こ と 。

⑪ 審査 は 非公開 と し ， 審査の経過 は 他 に漏 ら き
な い こ と 0

(1 1) 昭和59年度研究成果刊行費審査方針
（ 昭和 59年 4 月 23 日 成果刊行審査会運営小委員

会決定 ）

昭和白年度の 科学研究費補助金 「研究成果刊行費」

の 審査 は ， 昭和59年 2 月 6 日 付け 「昭和59年度科学

研究費補助金の 配分に つ い て 」 の 諮問 に お け る 配分
に当たっ て の 基本的事項及び学術審議会科学研 究費
分科会 （ 審査部会運営委員 会 ） で決定 さ れ た 「昭和

59年度科学研 究 費補助金 の配分基本 方針」 に 基づ く
ほ か， こ の審査方針によ る 。

① 学術定期刊行物
ア 学 術定期刊行物は ， 次の い ず れに も 該当す る

も の か ら 選定す る。

（ア） 基礎的領域に 属 す る 学術 的 価値 の 高 い も の

（イ） 学術の国際交流に 重要な 役割 を 果 た して い
る も の

イ 次の い ずれかに該当す る 学術定期刊行物は ，
採択し な い。

（η 全国の当該分野の研究者総数に 比して， 会

員 数 が極め て 少数 の学会等が刊行す る も の

（イ） 会員 の 構成が一地方 も し く は 特定の研究機

聞 の 関 係者 を 中 心 と し た 学会等が刊行す る も
グ〉

（叫 大学， 研究所等の研究機 関 が そ の事業 と し

て 刊行すべ き も の

（エ） 初刊々 行後の期聞が短 〈 ， 刊行実績が少な

い も の

（刻 既に 欧文誌に補助金が交付 さ れ て い る 学会

等が刊行す る 和文誌

（カ） 国 際会議の論文集

（キ） 会費納入率が80%に 達し な い も の

（ク） 当該誌 の 刊行経費が原則 と し て 当 該発行団

体の事業費の50% に 達し な い も の （ た だ し ，
2 誌 以上発行して い る 場合 は ， こ の 限 り て、、

ウ こ れ ま で継続し て 補助金 を 交 付 し て い る 学 争｜ I ;j 
定期刊行物に つ い て は ， 前年度補助金 を 交付し

て い な い 新規の刊行物 と 比較し， 継続し て 補助

す る 必要が あ る か ど う か， 毎年見直す こ と と す

る 。
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エ 特定欧文誌（特に高 い率の補助 を 行 う も の ）

は， 既 に 補助金が交付 さ れて い る 欧文誌 の う ち ，

当該分野の代表的学術誌 で国際的 に も 高 〈 評 価

さ れ ， 将 来 と も 発展性の あ る も の で， かつ次に

掲 げ る 条 件 の すべ て を 満 た す も の か ら 選定す る 。

例 年 4 回以上発行して い る も の

（イ） 原 則 と し て ， 1 回 の 発行部数が 1 , 000部以

上であ る も の

（叫 原 則 と し て ， 年 間 総ペー ジ 数が 500ペー ジ

以上であ る も の

（エ） 原 則 と し て ， 500部以上又 は 発行部数 の30

%以上 を 海外 に 有償 で頒 布し て い る も の
② 学 術 図 書

ア 一般学術図書 （ 国際会議の論文集 を 含 む ） は，

次の い ず れ か に 該当す る も のか ら 選定し， 特定

学術図 書 は ， 次 の い ず れ に も 該当す る も の か ら
選定す る 。

（ア） 学術的価値が 高 い も の （ 特に独創 的又 は 先

駆 的 な も の ）

（イ） 学術 の国際交流に重要 な 役割 を 果 た す も の

イ 次 の し 、 ず れかに該当す る も の は ， 審査に際し
て 考慮 す る 。
（η 科学研究費の研究成果

（イ） 前 年 度 に 採択 さ れ た も の と 同一体系の も の

（ウ） 前 年 度 に 採択 さ れ た が， 止 む を 得 な い理由

によ り 期限内 の 完 了 が 困 難 と な っ た た め 補助

金交付 を 辞退した も の
ウ 補助金 を 必要 と す る 同 一体系の 図 書が 4 巻

以 上 あ る 「継続図書」 の う ち ， 新規 申 請分に

つ い て は ， 特に慎重に 審査す る 。 こ れ ま でに

「 継続 図 書」 と し て 採択 さ れ， 補助金か交付 さ
れ た こ と が あ る 図書については， 原則 と して そ
の 全体系が完成 さ れ る よ う 考慮 す る 。 た だし，

継続し て 補助 す る 必要があ る か ど う か は ， 毎

年 見 直す こ と と す る 。
エ 次の い ず れか に 該当す る も の は 採択し な い 。

（ア） 学術研究 の 成 果 と は い い が た い も の

（イ） 十分市 販性が あ る と 考 え ら れ る も の

（効 既に類似の 成 果が刊行 さ れて い る も の

（エ） 既に学会誌等 を 通 じ て 公表 さ れ て い る 諭文

又 は 資料 を 単 に ， 集 成 ・ ら れつ 若し く は 翻訳 ・

紹介 し た も の （ 特定学術図書は 除 く 。）

（刻 大学， 研究所等の 研究機闘が そ の事業 と し

て 刊行すべ き も の
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③ 二 次 刊 行 物

ア 二次刊行物 は ， 次 の い ず れに も 該当す る も の
か ら 選定す る 。

fア） 当該専 門分野 の 学術情報 ・ 資料の円滑 な 利

用 に有効 な も の

（イ） 一定の編集方針に基づ「い て よ く 分類 ・ 整理

さ れ て い る も の

イ 次 のい ずれかに該当す る も の は 採択 し な い 。

（η 既に類似の 成 果 が刊 行 さ れて い る も の

（イ） 大 学， 研究所等の研究機関が そ の事業とし

て刊行すべ き も の

（叫 定期的に刊行す る も の で次に掲げる も の

初刊 々 行後の期聞が短 〈 ， 刊行実績が少な
い も の

④ データ ベース
デー タベー ス は， 次 の条件 を すべ て 満 た す も の

か ら 選定す る 。
ア 次のいずれかの 分野に属す る も の

（ア） 我が国にお け る 研究活動が国際的に主導的

な 立場にあり， 我が国 でデー タベー ス を 形 成

す る ことが国際的に も 期待 さ れ て い る 分野

（イ） 国 内 の優 れ た 研究成果 を 国際的に適切に流

通 さ せ る た め， 国内にお い て テー タベー ス 化

す る 必要の あ る 分 野

（叫 国 内 での学術研究 を 推進す る 上 で， デー タ

ベー ス の形 成に対して 期待が高 し か っ国際

的に も 国内 的に も 同種のデー タベー ス が 存 在

し な い 分野

イ デー タベー ス 化す る た めのデー タ の収集， 評

価及び そ の デー タベー ス 化の作業等につ い て，

作成組 織及び技術的方 式が確立して い る も の

ウ 当該デー タベー ス により， 相当数の 利用 者に

対し， 広 〈 情報提供サー ビ ス を 行 う 方 策が確立

して い る も の

エ 学 （ 協 ） 会， 研究者 ク前 ルー プ等が作成す る も

の で， 市 販性に乏しい も の ， た だ し， 大学， 研

究所等 の特定 の 研究機関がそ の 事業と し て 作成

すべ き も の は 除 〈

オ デ タ 容量， 所要経費が相当量 （ 額 ） 以上で

あ る も の
⑤ そ の 他

審査は非公開と し ， 審査の経過 は 他に漏 ら さ な
し 、 。
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4 .  第 1 段審査に お け る 評点の基準
（学術審議会科学研究費 分科会審査部会決定 ）

( 1 ) 評点の要素
課題に評点 を 付す る に当 た っ て は， 次に示 す評点要

素に着 目 しつつ， 総合的に判 断 の上行 う も のとす る （ し

た が っ て ， 個々 の要素 ごとに評点 を 付す る も の では な

。）
 
、’uv

 
こ の 際， 各研究種 目 ごとの 目 的 ・ 性格に照 ら し ， 研

究 目 的 の 明 確 さ ， 研究の独創性， 学界への 貢献度， 研

究者 の研究遂行の能力 等 の 各要素 を 十分考慮、 し て研究

成果の期待 で き る も の が選定 さ れ る よ う 配慮す る 。

な お ， こ こ にい う 「研究成 果の期待で き る 」 とは，

確定的な 結果に達 す る こ とが期待 で き る も の は も とよ

り， そ れに達す る 過程にお い て 地 固 めとし て の 意義が

認め ら れ る よ う な も の も 含む 。

① 一 般 研 究

ア 研究 目 的 の 明 確 さ

研究 目 的 は 広 い 領域 を 包括す る よ う な ば く ぜん

とした も の では な し 具体的 な 目 標に焦 点 がしほ、

ら れ， 問題意識 は 明 確 で、あ る か 。

イ 研究計画の 妥当性

研究計画 は十分に練 ら れ て お り ， 上記 A の 目 的

を 達 成す る た めに適切 であ る か 。 ま た ， 研究者が

複数の場合は， そ れ ぞれ の役割分担が 目 的 の解決
に集 中 さ れ て い る か 。

ウ 学 界へ の 貢献度

そ の研究成果が 学術の 進展に貢献す る 程度 は ど

っ か 。
エ 独 創 性

研究 目 的， 研究計画 及 び研究方 法 は 独創 的 な も
の であ る か 。

オ 研究遂行の能 力

研究者の研究業績等 にか ん がみ， そ の研究 を 遂

行 し， 所期の成果 を あ げる ことが期待で き る か 。
カ 申 請研究費の合理性

申 請研究経費の 内 容 は， 妥当 であり， ま た 有効

に使 用 さ れ る こ と が見 込 ま れ る か 。
キ 申 請機器等の当該研究課題に対す る 必要性

購 入 を 計画 し て い る 機器 ・ 図 書類 は 研究計画上

必要欠 く べか ら ざ る も の であ る か 。

② 総合研究（A)

ア 研究 目 的の 明 確 さ

研究 目 的 は 広 い 領域 を 包括す る よ う な ば く ぜん

と し た も の では な く ， 具体的 な 目 標が明 確に設定

守41E目＆
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き れ て い る か 。

イ 研究計画 の 妥 当 性

研究計画は 十分練 ら れ て お り ， 上 記 A の 目 的 を

達 成す る た め に 適切 で あ る か， かつ研 究者の役割

分担が そ の 目 的の解決 に 集 中 さ れ て い る か 。
ウ 学 界への貢献度

そ の研究成果が学術 の進展 に 貢献す る 程度 は ど
う か 。

エ 独 創 性

研究 目 的， 研究計画及び研究方法は 独創 的 な も
の で あ る か 。

オ 研究遂行の能力

研究者の研究業績等 に か ん がみ， そ の研究 を 遂

行 し ， 所期 の 成果 を あ げ る こ と が期 待 で き る か 。

カ 申 請研究費 の合理性

申 請研究経 費 の 内 容 は ， 妥 当 であ り ， ま た 有効
に 使 用 さ れ る こ と が見 込 ま れ る か 。

キ 組織の 有機的協 力 の可能性

研究組織が研究者個 々 の 単 な る 集合体 では な く ，

有機的協 力 性 の あ る 組織であ る か 。

③ 総合研究（B)

ア 研究 目 的 の 明 確 き

研究 目 的が 、 総合研究（B） と し て の要請事項 に 該
当 し て い る か 。

ま た ， そ の 目 的 は ， は く ぜん と し た も の では な し

かっ研究連 絡 の計画 ・ 方法が 目 的の解決に 集 中 さ
れ て い る か 。

イ 申 請研究費 の合理性

申 請研究経 費 の 内 容 は ， 妥 当 であ り ， ま た 有効

に 使用 さ れ る こ と が見込 ま れ る か 。

ウ 組織の有機的協 力 の可能性

研究組織が計画の 内 容 に 沿 っ た ふ き わ し い 研究

者 に よ り 構成 さ れ， 有機的協 力 性 の あ る 組織であ

る か。

④ 試 験 研 究

ア 研究計画 の性格 ・ 目 的の適確性

研究計画が試験研究の性格 ・ 目 的 （ 同ー の研究

課題 に つ い て 研究者が通常数 人 で共 同 し て 行 う 研

究で あ っ て ， 基礎 と な る 研 究成果の 累積 を 踏 ま え

て ， 更 に 研究 を 発展 さ せ る こ と に よ り ， 研究 の 成

果が実用 に 移 き れ る 可能性 を も っ試験的 ・ 応用 的

な 研究 を 主 な 対象 と す る ） に 合致 し た も の であ る

か 。

ま た ， そ の研究 目 的 は ば く ぜ ん と し た も の では
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な し 具体的 な 目 標 に 焦 点が絞 ら れ て い る か 。
イ 研究計画 の 妥 当 性

上記 A の研究 目 的 を 達成す る た め ， 研究計画 は

十 分練 ら れて お り ， かつ， 適切 な も の と な っ て い

る か 。

ま た ， 研究者が複数の場合は ， そ れぞれの研究

者の適切 な 役割分担が示 さ れ， 研究 目 的の達成の

た め ， 研究者聞 の密接な 連携協 力 を 図 り 得 る こ と

に な っ て い る か 。

ウ 研究成果の貢献度

研究成 果 は ， 学術の 面 及 び応 用 面 で渇望 き れ て

い る も の であ り ， かつ， そ の 成果が実用 に 移 さ れ

る 可能性 を 期待 で き る も の であ る か 。
エ 独 創 性

研究 目 的 ・ 研究計 画 及 び研究方 法 は 独創 的 な も
の であ る か 。

オ 研究遂行の能力

研究者の研究業績， 研究組織， 研究施 設 ・ 設備

等 の 諸 条 件 に か ん がみ， そ の研究 を 遂行 し ， 所期

の研究成果 ち あ げ る こ と が期 待 で き る か。

カ 申 請研究費 の合理性

申 請研究経費の 内 容 は 妥 当 で あ り ， ま た 有効 に

使 用 さ れ る こ と が 見込 ま れ る か 。

⑤ 奨 励研究（A)
ア 研究 目 的の 明 確 さ

奨励研究（A） と し て の 目 的 ・ 性格 に 合致 し た も の

であ る か 。 特に そ の 研究 は ， 将 来の 発展が期待で

き る も の であ る か 。 ま た 研究 目 的 は ， 具体的 な 目

標 に 焦 点が し ぼ ら れ て い る か 。

イ 申 請研 究 費 の 合理性

申 請研究 経費の 内 容 は 妥 当 であ る か。

（ 留 意事項 ）

萌芽的研究 に 対す る 特別 配慮、 の取扱 い に つ い て

独創 性 の 高 い研究 を 期 待す る た め に は ， そ の芽生

え に 当 た る 創 意豊か な 着 想、 を 育 て る 必要があ る 。

科学研究費補助 金 に よ る 研究に お い て も ， こ の よ

う に 萌芽的段階に あ る 研究 であ っ て ， かつ， 重 要 な

研究課題であ り ， 発 想の 次元が高 〈 ， 研究者が極め

て 強 い 熱意 を 持 っ て研究計画 に 取 り 組 ん でお り ， 採

否 の 判 定 に 際 し 特 段の 配慮 を 行 っ た 方がよ い と 思 わ

れ る 場合 は ， 第 2 段審査に お い て特別の配慮 を 行 う

こ と と し て い る の で総合所見欄 に⑮と 朱書 し ， そ の

所見 を 必ず 記 入 き れ た い 。
2 .  組換 え D N A 実 験に 関す る 課題の取扱い に つ い て

。。
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文部 省 で は ， 組換 え D N A 実験が適切 に 進め ら れ

る こ と の 重要性に か ん がみ， 研究者及 び大学等の研

究機関 が組換 え D N A 実験 を 計画実施す る 際に 遵守

す べ き 安全確保に 関す る 指針 （ 組換 え D N A 実験指

針 ） を 告示 し て い る 。

科学研究費補助金に よ る 研究に お い て も 組換 え D

N A 実験に 関 す る も の に つ い て は ， 科 学研究 費分科

会 に お け る 審査の ほ か ， 特定研究領域推進分科会 に

おい て 前記指針に 適合す る か 否 か の 審査 を 行 っ た 上

で研究の 実施 を 認め る こ と と し て い る 。

し た がっ て ， 組換 え D N A 実験に 関す る 課 題に つ

い て は ， 申 請の 際 に 組換 え D N A 実験 に 関す る 課題

であ る 旨 申 告 さ せ て い る （ 総合所見欄に⑮ と 表示 ）

が， ⑮の表示の な い課題であ っ て も 組換 え D N A 実

験に 関す る 課題 で あ る と 判 断 さ れ る 課題 につ い て は ，

総合所見欄に⑮ と 朱書 き さ れ た い 。

3 .  設備備 品 費 が90% を 超 え る 課題の取 扱い に つ い て
設備欄 に あ ら か じ め 記 入 さ れ て い る 数値は ， 昭和

59年 度 の 申 請研究経費 中 に 占 め る 設備備品費 の割合

が90% を 超 え て い る も の に つ い て 記 入 し た も の であ

る 。 研究設備 の 購 入 の た めの経費 が各年度 の 申 請研

究経費 中 ， 90% を 超 え る も の は ， 研究計画調書 に 単

な る 設備購入計画 では な い 旨 の 説明が記載 さ れ て い

る が， こ の説 明 が単 な る 設備購 入計画 と 考 え ざ る を

得 な い よ う な 場合 は ， 第 2 審査に お い て 調整 を 行 う

こ と と し て い る の で， 総合所見欄に 笹B と 朱書
き さ れ た い 。

(2）評点の付 し 方
① 上記評点要素 に 着 目 し つつ ， 総合 的 な 判 断の う

え ， 次表に よ り 全課題に つ い て 5 点か ら 1 点 ま で

の い ず れか の評点 を 付す る こ と 。

評 点 区 分 内 ’合τ＂・

5 特 に 優 れ て い る も の
4 優 れ て い る も の
3 良好 な も の （ 普通程度の も の ）
2 普通程度 よ り やや 劣 る も の
1 劣 る も の
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② 評点区分 及 び そ の評点 内 容 は 上表の と お り であ る

が， 評点 を 付す る に 当 た っ て は 各種 目 ご と に （ 総合

研究（A）， 総合研究（B）， 一般研究（A）， 一般研究（B）， 一

般研究（C）， 奨励研究（A）， 試験研 究 ） に 担 当 し た 審査

課 題数全体の平均点がお お む ね 3 点 と な る よ う 配慮

す る こ と 。

③ 「広領域」 （ 領域番号 999 ） 及 び 「医学一般」 （ 分

科細 目 番号 781 ） に 係 る 研究課題につ い て は ， 一般

の 分科細 目 に 申 請 の あ っ た 研究課題群 と は 別 個 の 群

と し て 評 点 を 付す る こ と 。

④ 評点 を 付す る に 当 た っ て は ， 各課題各々 に つ い て ，

ま ず 妥 当 と 認め ら れ る 評 点 を 付 し ， 次 に 各種 目 ご と

の評点合計数が， お お む ね課題数 × 3 の数 と な る よ

う ， ま た ， 評点は 「 3 」 が 1 番 多 く ， 「 4 」 ・ 「 2 」

がお お む ね 同 じ 件数 で そ の 次 に 多 く ， 「 5 」 ・ 「 l 」

がお お む ね 同 じ 件数 で l 番少 な く な る よ う 調 整す る 。

な お ， 審査件数が少 な い た め 等 の理由 に よ り こ の調

整が困 難 な 場合に は 総合所見欄に そ の理由 を 記載す

る こ と 。

⑤ 「 5 」 及 び 「 1 」 の評点 を 付す る も の に つ い て は

総合所見欄 に 必ず そ の理由 を 記載す る こ と 。

5 .  交付内定状況
交 付の 内 定 は ， 学術審議会に お け る 各 種 目 ご と の

配分審査の 進捗状況に 応 じ て ， 次の よ う に 行わ れ た 。

種 交付内定
年 月 日目

l .  海外学術調査
( 1 ） 現地調査
(2） 調査総括
(3） がん特別調査

2 . がん特別研究 自 然災害特別研究 環
境科学特別研究， エ ネルギー特別研充 I 59 . 5 . 21 特定研究， 総合研究（A） ・ （B）， 一般研究
( A ・ B ・ C ） ， 試験研究及ぴ奨励研兜A

3 . 奨励研究（B)

( 1 )  
59 . 4 . 23 
(2)(3）未定

59 . 5 . 1 5  

Qd
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1 . 総 括 表（新規 ・ 継続） N . 昭和59年度科学研究

石汗 jE 課 題 数 研

区 分 申 三目重向注 採 択 採 択 率 申 請研究経費 採
研

択
究

（

の

D)
経

申 請
費

(A) 件 (B) 件 （�） % (C) 
A 

科 学 研 究 費
が ん 特 別 研 究 967 2 1 9  22 . 6  6 , 807 , 65 1  2 , 540 , 620 

自 怯 967 219 22 . 6  6 , 807 , 65 1  2 ,  540 , 620 
自 然 災 害 特 別 研 究 300 93 3 1 . 0  1 , 334 , 350 57 1 , 1 77 

自 欽 300 93 3 1 . 0  1 , 334 , 350 57 1 ,  177 
環境科 学 特 別 研 究 43 1 1 46 33 . 9  2 '  1 76 ,  1 2 1 1 , 038 , 1 86 

広 事貢 域 431 1 46 33 . 9  2 , 1 76 , 12 1  1 ,  038 , 186 
エ ネルギ ー特別研究 780 3 1 2  40 . 0  4 , 740 , 809 2 , 729 , 240 

自 扶 780 312  40 . 0  4 ,740 , 809 2 , 729 , 240 
特 定 研 究 2 ,  1 3 1  592 2 7 . 8  1 5 , 727 , 200 7 , 069 , 70 4  

人 文 76 51 67 . l  5 15 , 683 4 1 5 , 838 
自 鉄 2 , 055 541 26 . 3  15 , 21 1 , 517 6 ,653 , 866 

総 合 研 究 （A) 1 , 590 655 4 1  . 2  1 1 , 42 1 , 23 1  3 ,  708 , 1 92 
人 文 465 205 44 . 1  2 , 502 , 23 3  921 , 270 
自 怯 1 , 003 403 40 . 2  8 ,001 , 914  2 , 502 , 1 51 
広 令買 域 122 47 38 . 5  9 17 '  084 28 4 ,  77 1 

総 合 研 究 （B) 302 80 26 . 5  1 ,  1 06 ,  726 2 98 , 457 
人 文 42 14 33 . 3  1 58 , 632 58 , 5的
自 妖 260 66 25 . 4  948 , 094 239 , 948 

一 般 研 究 （A) 1 , 333 453 34 . 0  22 , 855 , 52 1  5 , 262 , 524 
人 文 69 37 53 . 6  562 , 528 24 3 ,  369 
自 世長 1 ,  200 391 32 . 6  21 , 259 , 368 4 , 780 , 260 
広 市貢 域 64 25 39 . 1  1 , 033 , 625 238 , 895 

一 般 研 究 （B) 7 , 23 1  2 , 028 28 . 0  35 , 555 , 825 6 , 652 , 037 
人 文 556 181 32 . 6  1 ,  833 , 869 406 ' 69 1 
自 扶 6 , 481 1 , 791 27 . 6 32 , 9 1 1 , 2 34 6 , 078 , 483 
広 事貢 域 1 94 56 28 . 9  810 ,  722 166 , 863 

一 般 研 究 （C) 1 7 , 807 3 , 900 21  . 9  33 , 635 , 933 6 , 738 ' 978 
人 文 1 , 994 532 26 . 7  2 , 663 , 923 667 , 419 
自 然 1 5 , 81 3  3 , 368 21 . 3  30 , 9 72 , 010 6 , 07 1 ,  559 

奨 励 研 究 仇） 1 2 , 835 3 , 762 29 . 3  1 3 ,952 , 3 1 4  4 ,  1 8 1 , 598 
人 文 1 , 293 405 3 1 . 3  1 , 339 , 55 1  422 , 474 
自 鉄 1 1 ,  542 3 , 357 29 . 1  1 2 , 61 2 , 763 3 , 759 , 124 

奨 励 研 究 ｛B) 1 , 566 459 29 . 3  427 , 926 126 , 434 
人 文 685 202 29 . 5  183 , 275 54 , 664 
自 鉄 881 257 29 . 2  244 , 65 1 7 1 ,  770 

試 験 研 究 3 , 793 8 1 4  2 1 . 5  20 , 249 , 1 3 9  3 , 3 1 7 , 085 
人 文 93 29 31 . 2  441 , 571  126 , 529 
白 壁犬 3 , 576 760 2 1 . 3 18 , 999 , 035 3 , 075 , 220 
広 事責 域 124 25 20 . 2  8 08 ,  533 115 ' 336 

海 外 学 術 調 査 290 1 68 57 . 9  2 , 469 , 707 1 , 366 , 957 
人 文 109 63 57 . 8  1 , 055 , 79 3  596 , 699 
自 妖 181 105 58 . 0  1 , 4 13 , 9 14  770 ,  258 

tロ』 計 5 1  , 356 1 3 , 68 1  26 . 6  1 72 , 460 , 453 45 , 60 1 , 1 8 9  

人 文炊 5 , 382 1 , 719  3 1 . 9 1 1 , 257 , 058 3 , 91 3 , 462 
広自 45 , 039 1 1 , 663 25 . 9  155 , 457 , 3 10 39 , 843 , 676 

事貢 域 935 299 32 . 0  5 ,  746 , 085 1 , 844 , 051 

- 20 -
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費補助金の配分結果集計表 （ 金額単位 ： 千円 ）
’プ守、ブL 経 費

配分予定額 配申請分

（

研

；

子

）

究
定
経

%

率費 採軽択費

（＊

配の

）

分申予請

%

研定究率 採り 択
申請

I

（

課
研D )

題究経当た費 採り 択配分I

（

課

t

予

）

題定額当た 最 高 配 分 最 低 配 分

(E) 予 定 額 予 ，疋Lー・ 客頁B 

1 , 96 6 , 5 00 28 . 9  7 7  . 4  1 1 , 60 1  8 , 979 93 , 900 900 
1 ,  9 66 , 500 28 . 9  77 . 4  1 1 , 60 1  8 , 979 93 , 900 900 

488 , 5 00 36 . 6  85 . 5  6 . 1 42 5 , 253 46 , 000 900 
488 , 500 36 . 6  85 . 5  6 ,  142  5 , 253 46 , 000 900 
9 02 , 500 4 1 . 5  86 . 9  7 ,  1 1 1  6 '  1 82 95 , 000 1 , 000 
902 , 500 4 1 . 5  86 . 9  7 , 1 1 1  6 , 182 95 , 000 1 , 000 

1 , 97 5 , 000 4 1 . 7 72 . 4  8 , 748 6 , 330 70 , 000 1 , 000 
1 ,975 , 000 41 . 7  72 . 4  8 , 748 6 , 330 70 ,000 1 , 000 
5 ' 006 ' 000 3 1 . 8 70 . 8  1 1 ,  942 8 , 456 54, 5 00  4 00 

3 1 3 , 500 60 . 8  75 . 4  8 ,  1 54 6 ,  147 29 , 000 500 
4 , 692 , 500 30 .8 70 . 5  12 , 299 8 ,  674 54 ' 500 400 

2 , 447 , 000 2 1 . 4  66 . 0 5 , 66 1  3 , 736 1 5 , 000 300 
656 ,800 26 . 2  7 1 . 3  4 , 494 3 ,  204 1 1 ,  9 00  300 

1 ,600 , 700 20 .0 64 . 0  6 , 209 3 ,972 1 5 , 000 500 
189 , 500 20 . 7  6 6  . 5  6 , 059 4 , 032 10, 000 1 , 000 
1 87 ' 1 00 1 6 . 9  62 . 7 3 , 73 1  2 , 339 4 , 800 600 

37 , 600 23 . 7  64 . 3  4 ,  1 79 2 , 686 4 , 800 600 
1 49 , 500 15 .8  62 . 3  3 , 636 2 , 265 4 , 800 1 , 000 

4 , 00 1 , I 00 1 7 . 5  76 . 0  1 1 , 6 1 7 8 , 832 3 5  , 000 400 
180 , 600 32 . 1  74 . 2  6 , 578 4 , 881 12  , 2 00  500 

3 , 658 , 600 17 . 2  76 . 5  1 2  , 226 9 , 357 35 , 000 400 
1 61 ,  900 1 5 . 7  67 .8 9 , 556 6 , 476 21 ,800 1 , 000 

5 , 226 , 700 1 4 . 7 78 . 6  3 , 280 2 , 577 8 , 5 00 200 
�37 ' 900 18 . 4  83 . 1  2 ,247 1 , 867 7 , 300 200 

4 , 753 , 600 14 .4 78 . 2  3 ,394 2 , 654 8 , 500 300 
1 35 , 200 16 . 7  81 . 0  2 , 980 2 , 414 6 , 900 500 

4 , 455 , 800 1 3 . 2  66 . 1 1 , 728 1 ,  1 43 2 , 900 1 00 
473 , 000 1 7 . 8  70 . 9  1 , 2 55 889 2 , 800 1 00  

3 , 982 , 800 12 . 9  65 . 6  1 , 803 1 , 183 2 , 900 1 00 
3 , 23 9 , 1 00 23 . 2  77 . 5  I ,  1 12 86 1  1 , 200 1 50 

310 , 400 23 2 73 . 5 1 , 043 766 1 , 100 200 
2 ' 92 8 ,  700 23 . 2  77 . 9  1 , 120 872 1 , 200 150 

1 00 , 000 23 . 4  79 . 1 275 2 1 8  300 40 
43 , 930 24 . 0  80 . 4  2 71 2 17  300 70 
5 6 , 070 22 . 9  78 . 1  279 218 290 40 

2 ,9 1 4 , 250 1 4 . 4  87 . 9  4 , 0 75 3 , 580 29 , 000 1 00 
1 1 1 , 200 25 . 2  87  . 9  4 , 363 3 ， お4 1 2 , 000 1 , 000 

2 , 720 , 250 1 4 . 3  88 . 5  4 , 046 3 , 579 29 ,000 100 
82 , 800 10 . 2  71 . 8 4 , 6 13  3 , 3 12  1 1 , 000 300 

1 , 0 担 ， 440 4 1 . 8  75 . 6  8 '  1 37 6 ,  1 5 1  22 , 500 340 
453 , 750 43 . 0  76 . 0  9 , 47 1  7 , 2 02 22 , 500 1 , 300 
579 , 690 41 . 0  75 . 3  7 , 336 5 , 52 1  2 2  ' 500 340 

33 , 9 42 , 990 1 9 . 7  74 . 4  3 , 333 2 , 481 95 , 000 40 

2 , 9 1 8 , 680 25 . 9  74 . 6  2 , 2 77 1 , 698 29 , 000 70 
29 , 552 , 410 19 . 0  74 . 2  3 , 4 16  2 , 534 93 , 900 40 

1 , 47 1 , 900 25 . 6  79 . 8  6 ,  1 67 4 , 923 95 ,000 300 

- 2 1 一
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2 .  研究成果刊行費
A . 学術定期刊行物

：＝： 
欧 ・ 和

件 数

の 別

特 ，疋i三－・
欧

広 領 域
和欧

計

人 文 科 学 ' 和欧

計

社 会 科 学
欧和

言十

和欧
理 学 ・ ・ ・ ・ ・ ー ー ー ・ ．

言十

工 a寸Hー． 欧手口

計

化 学
和欧

計

生物 ・ 農学
欧和

計

医 会寸且J． 平欧日

計

和欧
複 合 領 域 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ． ．

計

欧手口
言十 － ー ・ ． ， ， ー ー －

言十

- 22 一

申 請 採 択 （：）
(A) (B) 

2件0 件20 1 00 �  
1 2  1 1  9 1 . 6 10  8 80 . 
22 1 9  86 .4 

3 3 igg . o  1 6  1 6  1 . 0  
ー － ー ， a ・ ・ ・ ・ ，

1 9  1 9  100 . 0 
5 5 1 00 . 0  32 27 84 . 4  

ー ー － ー ー ー ー ー ー ー

37 32 86 . 5  
1 2  1 1  9 1 .  7 10  8 80 . 0  - - - - - - - - - -
22 19 86 .4 

8 4 80 . 0  
。

5 4 80 . 0  
3 3 l�＿ －g 5 3 
8 6 75 . 0  

15  14 §� ： §  1 1  1 0  
26 24 92 . 3  
1 4  1 3  92 . 9  7 5 7 1 . 4  
2 1  18  8 5 .  7 

3 2 66 . b 4 3 75 . 
7 5 71 . 4  

92 86 93 . � 95 80 84 . 
『 ー ・ ． ． ． ． ． ． ． ー ， ， ー ， ー ー ー ， ー ー ー ， ー ー ー ー ー

187 166 88 . 8  

学 報 第250 号

補 助 要 求 額 配分予定額 採択 l 件助要
当 た

害
採
責
り 択 1 件分

当 た

額
り の補 求 の配 予定

申 請 採 択
(C) (D) (E) (%) (i) 

324千， 74円2 千 円 242千， 95円0 16千， 23円7 1 2千， 1 4円8 324 742 
37 , b�� 36 , 775 21 , 360 3 , 343 1 , 942 24 , 18 , 776 1 1 , 430 2 , 347 1 ,429 

『 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ・ ー ， ー ー ー ー ー ー ー ー ． － － － － － － － － ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 畠 ー － ー ’ ー － － － ·』 ー ー ー ー ， － － － ー － ー ー ・ ・ ー ・ ー ．ー ー － ·・ ， ・ ー ー － ー － － － － －

61 , 753 55 , 55 1  32 , 790 2 ,924 1 , 726 
4 , 079 4 , 079 l , 7�g 1 , 360 597 26 , 743 26 , 743 16 , 2  1 , 671 1 , 014 

ー ー ー － ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ー － ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ ． ． － ー ・ ・ ・ ・ ・ ． ． ． ， ・ ・ ー ． ． ． ． ． ． ー ー ー ー ・ ・ ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ー － ·・ ・ － － － － － － － ー ， ー －

30, 822 3 0 , 822 18 010 1 , 622 948 
s . �g§ 8 , 502 5 , 090 1 ,  700 1 ,0 1 8  40 , 37 , 863 24, 160 1 , 4 02 895 

ー ーー ー ， ー ー ー ・ ー ・ ー － ー ー ー ー ー ・· － － － － ·’ ー ー ー ー ・ ． ー ’ ー ・ ． ． ． ． ． ． ー ー ー ・ － － － － － ’ ー ー ー ー ー ・ ・ ー ・ ー ー ー ー ー ー ー ・ ー ・ ー ー ー ー ・ ． ． ． ． ， ・ ・ ー ． 『 ー ， ー ー ー ー ー ー ， ー

48 , 90 1  46 , 365 29 , 250 1 , 449 9 1 4  
3 1  , 1 34 26 , 963 18 , 010  2 , 45 1 1 , 637 2 6 , 77 1  24 , 825 12 ,500 3,  1 03 1 563 

ー ー ー ー ー ー ー ー ー － － － － － － － － ・ ・ ・ ー － － － － ー － － － ・ ． ． ， ． ． ． ． ． ． ． － ー ’ ・ ・ ・ ・ ー ー ’ ・ － － ー ー ・ ・ ・ ・ ー － ー ー ー ・ ． ． ー ・ ー ー ー ， ． ． ． ， ー ー ー ー ， ， ， ． 司・ ー ー ー ー ー ー ー

57 , 905 5 1 ,  788 30 , 510 2 , 726 1 , 606 
6 , 646 5 , 798 4 ,  120 1 , 449 1 , 030 

。 。 。 。
， ー ー ー ー ー － － － － － 申 － － － ・ ． ー ・ ・ ・ ー － － － 司 ー ー ー ー ー ・· － － － － ・ ・ ・ － － － － － － － － － － ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ， 『 － － － － ・ ・ ・ ・· － － － ー ー ー ー ・ ， ， ー ・ ・ ー ー ・ ー － ー ー ・ ・ ー － ー

6 , 64 6  5 ,  7 96  4 , 1 20 1 , 449 1 ,0 30 
20 , 014 20 , 0 14 7 , 380 6 , 67 1  2 , 460 21 , 307 1 3 '  1 59 8 , 340 4 , 386 2 , 780 

－ ー ー ー ー ー ー ー ， ， ー － － － ー ー － － － － － － － ー ・ ． ． ． ． ー ー ー ー － ． ． ， ． ． ． ー ー ・ ． ． ． ． ． ． ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ ． ． ． ． ． ． ． ． 司 ー ー ー ， ー ， ， a， ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ー ー ー － － － － － －

4 1 ,321  3 3 '  173 15 , 720 5 , 529 2 , 620 
57 , 36 4  �6 , 593 37 , 020 4 042 2 , 644 29 , 3 66 8 , 037 20 , 380 2 , 804 2 , 038 

事 ー ー ー ー ー ー ー ー ・ ー ー ー ・ ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ー － － － － ー ー ー ー 『 ー ー ー ー ー ， ， ー ・ ・ ー ー ＋ ＋ ー ー ， ． ． ， ， ー ー ー 『 ー ， ， ， － － － － ー ー ー ー ー ー － － － ・ 4 ・ － － － － － － － － － －

86 , 730 84 , 630 57 , 400 3 , 526 2, 392 
前 ， 298 6 2 , 046 41 , 81 0  4 , 773 3 , 2 16 1 5 , 929 1 3 , 348 1 0 , 720 2 , 670 2, 1 44 

・ ・ ・ ー ー ー ー ー ． ー ー ー ー ー ー ー ー ー ・ ・ ・ ・ ー ー ・ ． ． ． ． － － － － ， ・ ・ ・ ・ ・ ー ， ー ー － － － － － － 国 ・ー ー ー ー ー ・ ー ー ・ ・ー ー ー ー 司 ・ ・ ・ F ー ー ー ー － － － ー － ー ー ・ ー ・ ・ ・ ー ー ・ － － － － ー ，

82 , 227 75 , 394 52 , 530 4 ,  189 2 , 918 
1 0 , 484 8 , 984 6 , 080 4 ,492 3 , 040 9 , 192 7 , 692 4 ,  330 2 , 564 1 , 443 

． ． ． 司・ ー － － ・ ー ， ー ー － － ・ ・ ・ ー ・ ー － ー ー ・ ． ． ． ． ・ ー ・ ・ ー ・ ・ － － － － － － － － － － － － ー ー ー ー ー － ． ． 畠 胆 司圃 畠 a ・ ・ ー ， ー 骨 ー ー ー － ー ・ ・ ー ・ ー ー ・ ー ー ー ー ー ー ー ・ ー ． ． ， ．

19 , 676 1 6 , 676 10 , 410  3 , 335 2 , 082 
566 , 969 554 , 494 385 , 610 6 , 44 8  4 ,484 1 93 , 754 170 , 443 1 08 , 080 2 , 131  1 , 35 1 

ー ・ ー ー ・ ー ・ ・ ・ ・ ・ ー ・ ． ． ・ ・ ・ ・ ー ー ー ー ー ー ー ー ， ー ー ー － － ·・ ・ ー ー ー － － － － － － － ー ・ ー ー ー － － － － － － ·』 ー ・ ー ー ー ー ー ・ ． ． ． ． ． ， ， ー ー ー ー ー ・ ー ， ， F － － ー ー ー ー ー ー ー ー ， 畠

760 , 723 724 , 937 493 , 690 4 , 367 2 , 974 
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B . 学術図書
学 報 第250号

〉ぐ 件 数 補 助 要 求 額

九戸 内♂ （芸） 申｛C)請 f采（D)守尺

配分予定額 採
額

り 択の繍1
（
助件
；

要当
）

求た
（町

採択 1 件分
）
予当 たり の配 定

客員 E 
B 

特店理社人 文会 舗 科
科

言十

イ牛1 1  1 1  14 1 97 6 4 1 10 7 18 
306 

イ牛5 5 47 33 2 2 
。4 1 6 

105 

% 千 円4 5  . 5  29 , 766 45 . 5  24 ' 772 33 . 3  3 78 , 746 34 . 0  22 1 , 570 33 . 3  1 7 '  1 19 50 .0 7 , 8 16  
。 2 , 053 

40 . 0  32 ' 982 1 4 . 3  1 7 '  577 33 . 3  47 , 71 1 
34 . 3  780 , 1 1 2  

千 円 千 円 千 円 千 円1 5 , 078 1 2 , 320 3 , 016 2 , 464 1 3  , 488 7 , 600 2 , 698 1 , 520 1 44 , 094 67 , 930 3 , 066 1 , 445 85 , 79 1  39 ' 2 20 2 , 600 1 ,  1 88 5 , 036 2 , 700 2 , 5 18 1 ,350 4 , 35 1  1 , 980 2 ,  1 76 990 
。 。 。 。1 3 , 589 7 '  1 1 0  3 , 397 1 ,  778 3 , 375 2 , 020 3 , 375 2 , 020 22 , 297 9 , 8 10 3 , 7 16 1 , 635 

307 , 099 1 50 , 690 2 , 925 1 , 435 
C . 二次刊行物等 （二次刊行物， デー タ ベー ス）

エ： 不定期定 ・ f牛 数 補 助 要 求 額 配分予定額
保り目択の補

1
（%
件
助）要求

採
額り択の配l

住
件分当予） た定

の 期別 申 請 採 択 (*) 申 請 採 択(A) (B) (C) (D) (E) 
イ咋 イ牛 % 千 円 千 円 千 円 千 円 千 円

領 域 ｜ 定不定期期 3 3 1 00 .0 7 , 940 7 ,940 4 , 3 10 2 , 647 1 , 437 
広 。 。 。 。 。 。 。

言十 3 3 I 1 00 . 0 7 , 940 7 , 940 4 , 3 10 2 , 647 1 , 437 
定 期 ｜ l l l l 100 .0 1 2 , 200 1 2 , 200 1 860 1 2 , 200 1  860 

人 文 科 学 I_ _  ：＇.＿芋ー却＿ ＿ ］ 一一一 一三 ｜一一 一 －� ＿ ］ ＿ ＿ ＿ ＿竺 ：�J_ _ _ _ _ _ _ _  �二？－��_ _!_ _ _ _ _ _ _ _ _  �. 二�－��J ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ー 一�－ ＇.�－�？_ _I_一 一 一一一？ー ！？竺_I一 一一 一三：空や
言十 I 4 1  2 1  50 . 5 1 1 1 , 22 1 1 7 , 075 1 3 , 220 1 3 , 538 1 1 , 6 10 

定 期 ｜ 3 I 3 I 1 oo . o I 9 . 594 I 9 . 594 I 6 , 090 I 3 , 1 98 I 2 , 030 
社 会 科 学 ｜一千一手勾一一 ｜ 一一 一 ー － －� － ］一一 ー 一 月 一 i 一一 一��－ ：？J 一一 一一 － －�－ ：�ーやJ＿＿一一一 ？二 ？－？？一 一｜一 一 一 ー ー ー － �－ ＇.�－�？_ ＿！＿ 一 一一 － － － �－ ＇. �－1�__1_ － － － － �－ ＇.�－�？ _ _  

員十 I 6 I 5 I 83 . 3  I 1 4 , 284 I 1 3 , 222 I 9 030 I 2 , 644 I 1 , 806 
定 期 ｜ 3 I 3 I i oo . o I 2 , 33 1  I 2 , 331 I 1 , 300 I 777 I 433 

理 学 L �手勾＿ ］ ＿＿ - - - -－� _ ] _ _  - - - － －� _ j _ - - － 二j一一一 － ?J__ _ _ _ _ _ _  ?_ I  - - - - - - - ?J ＿ ＿ ＿一一一 ＿＿?_ I － 一 一一 ＿ ＿? __ 
言十 I 3 1  3 1  1 00 . 0 1 2 , 331 1 2 , 33 1 1 1 , 300 1 777 1 433 

定 期 ｜ 3 1 3 1  1 00 .0 1 4 , 949 1 4 , 949 1 3 , 780 1 1 ,650 1 1 , 260 
工 学 し±？主勾＿＿ j 一一一 ーり一一 －－ －�＿ ］ ＿ ＿ 一 一 一一二＿！＿ ＿ ＿ ＿ ー 一 一 一一 一 一 ＿ ＿?J ＿ ＿ ＿ 一一 一 ー一 － - ＿？＿ ＿＼一一一一 一一一一？－｜一一 一一一一＿ ＿ ＿?__I一一一一一一一一 一？－

言十 I 3 I 3 I .1 00 . 0  I 4 , 949 I 4 , 949 I 3 , 780 I 1 , 650 I 1 , 260 
定 期 ｜ 4 1 4 1 i oo .0 1 26 .700 1 26 , 100 1 24 , 290 1 6 , 675 1 6 , 073 

化 学 1－ －�竺勾＿_ ] _ _ _ －�J  月l － �－？？.：？ _ _I_ _ _ _  ：�－ � �－�？ _ _I_ _ _ _ _ _  - - － �－ ： �－�？＿ J一一一�－ ＇.�－�竺｜一一一－ － �－： 竺？｜一一－ － － �－ � �－3?_ _ 計 I 5 1  5 1  1 00. 0 1  27 , 9 50 1 27 , 950 1 25 , 520 1 5 , 590 1 5 , 1 04 
定 期 ｜ l l 1 1 1 00 . 0 1  557 1  557 1 350 1 557 1 350 

生物 ・ 農学 ［ ？！？勾i － －�＿ ］ ＿  月｜ 三l - - - - - - _?J ＿ ＿ ＿一一 竺｜ ーーーー竺｜ - - - - _ ?J - - - 引
言十 I i I 1 I ioo . o I 557 I 557 I 350 I 557 I 350 

定 期 1 4 I 4 I l oo . o I 34 , 026 I 34 , 026 I 24 , 060 I 8 , 501 I 6 , 01 5  
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昭和60年度大学入学者選抜共通第 1 次

学力試験受験案内の交付

昭和60年 1 月 26 日 出， 27 日 （日）の両 日 に わ た っ て 実施

さ れ る 昭和60年度大学 入学者選抜共通 第 l 次学力 試験

の受験案 内 が， 9 月 1 日 仕）か ら交付 き れ て い ま す 。 富

山 県 内 の分 に つ い て は ， 本学の学生部学生課で一括 し

て 交 付す る こ と に な っ て い ま す 。

なお， 同 試験に 関 す る 実施 日 程等 は ， 次 の と お り で

す 。

昭和60年度国公立大学等入学者選抜実施 日 程

共通 第 l 次学力 試験

（受験案 内 発表， 配付開拾）
（検定料納付）

（出 ん 五）
確認 は が き 送付（出 願 内 容確認 ）

受験票等送付

｜ 大学 ・ 学部等志望状況発 表 ｜
（ 試 験 実 施 ）
｜ 正解等 を 発表 ｜
（ 追試験実施 ）

｜ 試験実施結果 の 概要等の 中 開 発表 ｜

｜ 試験実施結果 の 概要等 の最終発表l

年 月 日

昭和59年 7 月 末 ま で

9 月 1 日 仕）か ら

原則 と し て 1 1 月 5 日 （月）
ま で

1 1 月 1 日 同か ら 10 日 出
ま で

出願後 3 週間 頃 ま で

1 2 月 下旬 ま で

12 月 25 日 （火） ま で

昭和印年 1 月 上旬 ま で

1 月 26 日 仕） ・ 27 日 （日）

1 月 28 日 開）

2 月 2 日 出 ・ 3 日 （日）

2 月 8 白 幽 ま で

2 月 8 日 幽 ま で

2 月 9 日 出 か ら 1 5 日 幽
ま で

2 月 16 日 仕）以降

2 月 26 8 （刈 ま で

3 月 4 日 開）か ら

3 月 5 日 （刈以降

3 月 20 日 附 ま で

3 月 21 日 同以降

各 大学が実施す る 第 2 次試験

第 2 次試験実施要項発表

（募集要項 発表， 配付開始）

推薦入学 （ 共通 第 1 次学力 試験 を
課 き な い場合 ） の結果発表 （ 実施
大学だけ ）

一上「 各 公 立大
｜ 出 願受イ寸 学 も ほ ぼ」一寸一一J 同 じ 時期

2 段階選抜 と 推薦入学 （ 共通 第 1
次学力 試験 を 課す場合 ） の結果発
表 （ 実施大学だけ ）

各 国 立 大学 と 大部分の
公 立大学が試験実施

（一部ゐ一公五云学が試験実地）
各 国立大学が合格者発表 （ 各公立
大学 も こ れ に 準ず る ）

一部の国公立大学が
第 2 次募集 を 実施

A生円L
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人 事 異 動

異動 区分 発令年 月 日 氏 名 異 動 前 の 所属官職 異 動 内 ，合＂＇・ 任命権者

採 用 59 . 9 .  1 辻 j畢 弥八郎 臨時用務員 （教育学部作業員 ） 富 山大学長

II 土 井 美都子 II II If 

II 坂 林 梅 松 II （ 経済学部作業員 ） If 

II 池 谷 喜 久子 事務補佐員 （ 工学部） If 

II 庄 司 久 恵 II II II 

II 岡 畑 京 子 II II If 

If 粛 藤 昭 人 教務補佐 員 （ 教養部 ） II 

II 松 崎 素 子 事務補佐員 （ II II 

II 高 瀬 淳 子 II II II 

II 藤 木 浦三郎 II （ 附属 図 書館 ） II 

II 本 回 善 彦 II II II 

昇 任 II 山 口 晴 司 助 手 （ 理学部） 助 教授 （ 理学部 ） 文部大臣

配 置 換 If 河 野 昭 一 教授（ 教養部 ） 教 授 （ 京都大学理学部） If 

臨時的任用 II 高 見 玲 子 教諭（教育学部附属養護学校 ） 富 山 大学長

器 職 59 . 8 .  3 1  回 中 麗之助 助 教授 （ 教育学部 ） 辞職 を承認す る 文部大臣

退 職 59 . 8 .  14  高 見 玲 子 教諭 （教育学部附属養護学校） 昭和昨 日13日 限 り 任期購了によ り退職した 富 山 大学長

死 亡 59 . 8 .  2 都 竹 通年雄 教授（ 人 文学 部 ） 死 亡

学 内 諸 報

経済学部長の改選

棚 田 良 平経済学部長 の任期が昭和59年 9 月 29 日 に 満

了 す る た め， 経済学部教授会 は 8 月 28 日 に 次期 学部 長

候補者の選挙 を 行 い， そ の 結果 ， 瀧 好英教授が選 出

さ れ ま し た 。 任 期 は ， 昭和59年 9 月 30 日 か ら 2 年 間 。

瀧 教授 は ， 昭 和25年 3 月 中 央大学専 門部商学科卒
業。 昭和22年 8 月 総理庁， 同 24年 1 2 月 経済安定本部統

計課， 同 32年 8 月 経済企画庁調査局 統計課専 門 調 査 員 ，

同 40年 1 1 月 同 主査， 同43年 2 月 間 資料室長補佐， 同 46

年 1 月 同調査官 を 経て 同 年 10 月 富 山 大学助教授 （ 経済

学 部 ） に 転任， 同47年1 1 月 同教授 と な り ， 今 日 に 至 っ

て い ま す。

こ の 間， 富 山 大学経営短期大学部主事 を 1 期 勤め ら

れ ま し た 。

専 門 は ， 統計学， 東京都出 身 。
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渡 航 の 種 類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

ソ ビ エ ト 連邦
ブルガ リ ア ， ギ リ 59 8. 30 

人文学部 助 教授 矢津 英一 シ ア ， イ タ リ ア ， チ ェ ー ホ フ 研究の た め
ス イ ス ， オ ー ス ト 60 . 6 .  29 
リ ア ， フ ラ ン ス

ム ハ マ デ ィ ア 教 員 養 成 ・ 教育

外 国 出 張 大学等 を 訪 問 し ， 教員 の 教育 59 . 8 .  25 
教育学部 E力 手 古 川 雅文 イ ン ド ネ シ ア 態度に 関 す る 比較文化的研究

に つ い て意見交換 を 行 い ， 両
大学の交流計画 の 発展 に 資す

59 . 9 3 

る た め

カ ナ ダ 「貯蔵過程に お け る 穀類層 内 59 . 8 .  27 
工 学 部 助 教授 山 口 ア メ リ カ 合衆 国 の 熱 と 物質の移動」 に 関す る

研究 と 調査の た め 59 . 10 .  26 

第 5 回数学教育 国際会議 出 席 59 . 8 .  22 
教育学部 教 授 ＝ 塚 正 臣 オ ー ス ト ラ リ ア の た め 59 . 8 .  3 1  

連合王国， フ ラ ン
ス ， ス イ ス ， オ ー
ス ト リ ア ， ド イ ツ
連邦共和国， デン 第25回 国 際地理学会議 出 席 及 59 . 8 13 

II 助教授 賓 清隆 マー ク ， ス ウ ェ ー
テ、 ン ， フ ィ ン ラ ン び欧州都市調査 の た め 59 . 10 . 10 
ド ， ノ ル ウ ェ ー，
イ タ リ ア， シ ン ガ
ポ ー ル

ゴマ研究 開 発 の 国際交流の た
59 . 8 .  2 1  

理 学 部 教 授 小林 貞 作 中 華 人民共和 国 め 59 . 8 .  28 

海 外研修旅行 金属触媒に お け る 合成 方、 ス の 59 . 8 .  2 
II 助 手 高安 紀 ア メ リ カ 合衆国 メ タ ネ ー シ ョ ン の ト レ ー サー

法に よ る 研究 の た め 60 . 1 0 .  1 0  

1984年 プ ラ ズマ 天体物理学研 59 . 8 .  25 
工 学 部 助教授 坂井 純一 イ タ リ ア

究集会 で講演 の た め 59 . 9 .  8 

第 1 7 回低温物理学国際会議 と
不純物金属 に お け る 局 在相互 59 8. 18  

教 養 部 II 有オ事ヒ 克徳 ド イ ツ 連邦 共 和 国 作用 と 輸送現象 に 関す る 国 際
会議に 参加発表及 び研究討論 59 . 9 .  1 
の た め

メ キ シ コ 第 23回 国 際心理学会議に 出 席 59 . 9 .  1 
II II 梅村智 恵子 ア メ リ カ 合衆 国 （ 発表 ） 及 び情報交換 の た め 59 . 9 .  18  

経営短期 ニ ュ ー ・ デ ィ ー ル期 金政策下， 59 .  8 .  1 
大 学 部 II 芳賀 健一 ア メ リ カ 合衆 国 連邦準備制 度 の 圏 内 面 の 関 連

に つ い て の研 究 60 . 7 .  2 1  

nhU
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南極の近況 に つ い て

第25次南極地域観測隊の 越冬隊員 と し て ， 昨年 1 1 月

か ら 南極地域へ出 張 さ れ て い る 理学部 川 田 邦 夫助 手か

ら ， 学長 あ て に 電報 で下記の と お り 近 況につ い て の 報

告が あ り ま し た の でお知 ら せ し ま す 。

記
“ ゴ ブサ タ シ テ ィ マ ス 」 ナ ガ ク ミ ズホ キ チ ニ テ ， ナ ン

キ ョ ク ヒ ョ ウ シ ョ ウ ノ ク ッ サ ク ヲ シ テ ィ マ シ タ 」 8

ガツ 1 ヒ ， ヒ ョ ウ キ ニ タ ッ ス ル キ ロ ク テ キ ナ 700 メ

ー ト ル ノ ク ッ サ ク ヲ カ ン ス イ シ ， 25 ヒ シ ョ ウ ワ キ チ

へ ウ ツ リ マ シ タ 」 イ マ 10かソ ハ ジ メ ニ デカ ケ ル ミ ト

ウ ノ ， ナ ン キ ョ ク デ 2 パ ン メ ニ タ カ イ ドー ム ヲ メ ザ

ス 4 カ ゲツ ナ イ リ ク リ ョ コ ウ ノ ジ ュ ン ビ ヲ シ テ ィ マ

ス 」 ナ イ リ ク ハ マ ダ キ ビ シ イ カ ン キ ョ ウ デ ス ガ， ハ

ル ヲ ム カ エ タ シ ョ ウ ワ キ チ ノ セ イ カ ツ ハ カ イ テ キ テ＼

セ守 ン イ ン ゲ ン キ デ ガ ン ノ 〈 ッ テ イ マ ス 」 9 ガ ツ 8 ヒ ，

オ ー ロ ラ ノ ウ ツ ク シ イ シ ョ ウ ワ キ チ ニ テ 」 カ ワ ダ ク

ニ オ ”

＠ 退斤， 遅室の際には， 戸締 り の徹底 ・ 電気， ガス
の消 し 忘れ， タ バコ の吸穀の後始末に十分注意 し ，
盗難の防止 ・ 火災の予防に心がけ ま し ょ う ．グ

＠ 電気， ガ ス， 水の省 エ ネ ・ 省資源 に協力 し ま し ょ
う ．グ

＠ 構内 での 自 動車等の運転は， 教育 ・ 研究 に支障 を
来 さ な いよ う 安全運転に努め定め ら れた交通方法，
歩行者の安全及 び騒音防止に努め ま し ょ う ．グ

昭和59年度富山 県 内 国立学校等事務職員

（初任者） 研修

昭和59年度 富 山 県 内 国 立学校等事務職員 （ 初任 者 ）

研修が， 去 る 8 月 28 日 （幼か ら 8 月 31 日 幽 ま での 4 日 間

に わ た り 実施 さ れ ま し た 。

本研修 は ， 本年度か ら 初め て の 試み と し て 富 山 大学，

富 山 工業高等専門学校， 富 山 商船高等専 門学校及 び国

立 立 山 少年 自 然の家の 各機関合同研修 と し て ， そ れ ぞ

れの機関 に 新 た に 採用 と な っ た 者 に 対 し て ， 国民全体

の奉仕者 と し て の 国家公務 員 の使命 と 心構 え を 自 覚 さ

せ る と 共に ， 職 員 と し て こ れか ら の文部行政に 共 通 し

て 必要 な 職務遂行上の 基礎 的 な 知 識， 技能， 態度 を 養

成 し ， 併せて 文部省機関職員 と し て の一体感 を 培 う こ

と を 目 的 と し て 実施 さ れ た も の です 。

こ の 研修に は ， 24名 （ う ち女子職員 6 名 ） が参加 し ，

受講修 了 し ま し た 。

な お ， 研修 日 程等 は 次 の と お り です 。
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昭和59年度富山 県 内 国立学校等事務職員 （初任者） 研修 日 程表

: �） I)\) 

I 
10 :  no ! 1 1  ou ムー 12 : oo 1 3 :  00 1 4  00 1 5 :  00 1 6 : 00 1 7 : 00 

執 務 の 法 礎 知 識 (ill)

�I 1'\'J軍.i王台に つい r鞍場：ニお け る 人 i五.J:i.!；学校等の沿革 F 共 済 組 合 － �期給
r l妾i畠の 知識 と 実 際 に つ い て 」

2x I て J 関係iこ つ t て
lt だ！ と 組織 に つ い て ー 付 ； に つ い て ー

オ リ エ ノ テ ン 三 シ

！�l rt ぴ 自 己紹 介 事務 局 長 ! 教 育 マ 部教校 庶 務 採 謀 長 何i iヰ キ王座諜給与l＃：長 昨 務 課庶務係 H:

川 . I ·. 'h 夫 中 川 平 平 ｜尚 幸 一 松 下 義 春 高 怯 正 雄 ほ か

執務の ！.�礎知 識（IVJ 敏 務 の 基礎知識（V) 執務の拡礎知 識(VJ) 公務 員 制 度 ( I )  公務 員 制 度 (II) 
8 
) j  ー厚 生補導事務の慨

「 文 ：忠一事務のi1tめ Jj に う い て 」 要 に つ い て ー チ り の し く み と 「服務 ・ 分 限 懲戒に つ い て J ー勤務時間 E 休暇に つ い て1本 :'il' 執 行 に つ い て
H 

11\l 庶 務 課文書係長 ’す 生 課 課 長 補 佐 ::t�十課課長補佐 一 人事係長 ｜ 一 …枯

西 I己 武 正11 ＂、 h WrJ 主主 度 二 1山 越 謙 三 五Fi崎 斉 明

執 務 の J,!:fi4"知 品（v司 公 務 H 市lj).[(111) 見 ザ 持 動 白；域助任給留公第箪事審言期与民： 別者恋
係
H係
M係

員巨巨
長1
長

長
と 討な人前長人

人夜事事事A国沢井議業部課課義て正よ樹男

8 見 ’F オ リ 懇;;1 山 県 に l置 か れ る 主 部 省 機 関 巡 りn 
r事務電算化の実務 に つ い て J

エ ン 7 ー ン ヨ ノ J主
30 「 給与 ・ 災 害 補 償 に つ い て 」 休 �l' 玄，込三

1£ 山 商 品目 高 等 ＃ 門 学 t立
H 
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r行政組織 と 今 後の 「 人 事w哩に つ 移 動 （ 州校 ）8 ア ン ケー ト 島平
) j  f* [i）立学校等の行政 に い て 」

つ い て ー
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第 1 回富山大学幹部職員懇話会

第 l 回 富 山 大学幹部職 員 懇話会が， 去 る 8 月 7 日 （ 火 ）

事務局大 会議室 に お い て 実施 さ れ ま し た 。

こ の 懇 話 会 は ， 本学の事務系幹部職員 （ 事務長補佐

以上の者 ） の 資 質 の 向 上 及 び管理者 と し て の 意識の高
崎 を 図 り ， 本学の管理運営 に 資す る こ と を 目 的 に し た

も の で， 学 内 外 の 有識者 の 講義 及 び講師 と の 懇話か ら

な り ， 今年度か ら 始め ら れ た も の です 。

今 回 は ， 富 山 地方鉄道株式会社社長緒方裕氏 を 講師

に 招 乞 ハ ン グ リ ー精 神 の 上に 培 う 向 上心 と 心の ゆ と

り を メ ー ン テ ーマ と し ， 民間企業の合理化 に 伴 う 実例

に 触 れ な が ら ， 管理者 と し て の 在 り 方 に つ い て， 豊富

な 経験 を も と に し た 講義 を 受け ま し た 。
な お ， 事務局長か ら 事務 長補 佐 ま での職員 26名 の 他

学長 も 出 席 さ れ ま し た 。

昭和59年度文部省北陸地区共同 行事体育大会

昭和59年度 の文部省北陸地 区 共 同 行事体育 大会が，

去 る 8 月 3 日 （剣 に 福井医科大学の 当 番で開催 さ れ ま し

Tこ 。
本年度 の 競技は ， 硬式 卓球， 硬式 テ ニ ス の 2 種 目 で

行 わ れ， 本学か ら は 2 種 目 合わ せ て 33名 の 選手が参加

し ま し た 。

競 技 は ， そ れ ぞれ午前 9 時30分か ら 始 ま り ， 当 日 は
真夏 の 炎 天に も か か わ ら ず 試合 も 順調に 進み， 硬式卓

球では， 予選 リ ー グ B ゾー ン で富 大 A チ ー ム が， C ゾ

ー ン で は ， 富大 B チ ー ム が， そ れ ぞ れ強豪富 医薬大 8 ,

A チ ー ム に 敗 れ惜 し く も 決勝 ト ー ナ メ ン ト 進 出 は な り

ま せ ん で し た 。

ま た ， 硬式庭球に お い て は ， 富 大 A , B チ ー ム が と

も に 予 選 リ ー グ に お い て 健 闘 し ま し た が決勝 ト ーナ メ

ン ト 進 出 は な り ま せ ん で し た 。
な お ， 成績等詳細 は 次 の と お り です 。

(1 ） 日 時 昭和59年 8 月 3 日 幽 9 : 30～ 16 : 30 

(2）会場 硬式卓球… … 福井医科大学体育館

硬式庭球… … II テ ニ ス コ ー ト

(3）参加 人 員 33名 （ 硬式卓球17名 ， 硬式庭球16名 ）
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昭和59年度文部省北陸地区共同 行事体育大会結果

｜ 硬式卓球 ｜
決勝 ト ーナ メ ン ト
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予選 リ ー グ2 

E · F  

チ ー ム 名 富 医大 A 福医大 B 福 大 B 富 大 B 順 位

富 医大 A ＼＼ ( 3 - 0  )0 ( 3 - 0  )0 ( 3 - 0  )0 1 
福 医 大 B ( 0 - 3 ） × ＼＼ ( 2 - 3 ） × ( 0 - 3 ） × 4 
福大 B ( 0 - 3 ） ×  ( 3 - 2 )0 ト＼ ( o - 3 ） × 3 
富 大 B ( 0 - 3  ) X  ( 3 - 0 )0 ( 3 - 0 )0 I� 2 

C ゾー ンA · B 
チ ー ム 名 金大 B 石 川 工専 福 医大 A 富 山 工専 順 位

金大 B ＼＼ ( 3 - 0 ) 0  ( 0 - 3 ） × ( 3 - 0  )0 2 
石 川 工専 ( 0 - 3 ） × ＼＼ ( 1 - 3 ） × ( 3 - 1  )0 3 
福 医 大 A { 3 - 0 )0 ( 3 - 1  )0 ＼＼ ( 3 - 0 )0 1 

富 山工専 ( 0 - 3 ） × ( 1 - 3 ） × ( 0 - 3 ） × I� 4 

A ゾ ーン

G · H  

チ ー ム 名 福 大 A 福 井工専 金大 C Jll員 位

福 大 A ＼＼ ( 3 - 0 )0 ( 3 - 0 )0 1 
福 井工専 ( 0 - 3 ） × ＼＼ ( 3 - 2  )0 2 
金 大 C ( 0 - 3 ） × ( 2 - 3 ） × ＼＼ 3 

D ゾー ンC · D  

チ ー ム 名 富 山 商専 富 医 大 B 富 大 A 金大 A 順 位

富 山 商 専 ＼＼ ( 1 - 3 ） × ( 1 - 3 ） × ( 3 - 1  )0  4 
富 医 大 B ( 3 - 1  )0 ＼＼ ( 3 - 2 )0 ( 2 - 3 ） × 1 
富 大 A ( 3 - 1  )0 ( 2 - 3 ） × ＼＼ ( 3 - 1  )0 2 
金大 A ( 1 - 3 ） ×  ( 3 - 2 )0 ( 1 - 3  ) X  ＼＼ 3 

B ゾー ン
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2 .  予選 リ ー グ

A ゾー ン A · B 

学

チーム名 富山工専 金大A 年能登の青家 富医大B 富大A 順 位

富山工専 ｜＼ ( 0 3× ） ( 1 - 2× ） ( 0 - 3) ( 0 3× ） 5 

金大A ＼ ( 2 - 1  b 1 

年能登の青家 ( 0 - 3× ） ｜＼ ( 0 - 3× ） ( 1 - 2 )  × 4 

富医大B ( 0 - 3× ） ( 3 - 0。） I� ( 2 - 1 b 2 

富大A ( 1 - 2× ） ( 2 - 1。） ( 1 - 2× ） ＼ 3 

B ゾー ン C · D 

チーム名 福医大B 若自 狭然湾の少家年 富 山商専 金大C 順 位

福医大B ｜＼ ( 3 - 0。） 1 

若自 狭然湾の家少年 ( 0 - 3× ） ＼ ( 1 - 2× ） ( 1 - 2× ） 4 

富山商専 ( 0 - 31 ＼ ( 0 - 3× ） 3 

金大C ( 1 - 2× ） ｜＼ 2 

報 第250号

C ゾー ン E · F  

チーム名 福大A 福井工専 金大B 福医大A 富大B 順 位

福大A ｜＼ ( 0 - 3) ( I  - 2) ( 3 0。） ( 2 1。） 3 

福井工専 ( 3-0。） ト＼ ( 2 - 1。） ( 3 - 0。） ( 3 - 0。） 1 

金大B ( 2- 1
。
） ( 1 - 2× ） 卜＼ ( 2 - 1。） ( 3 - 0。） 2 

福医大A ( 0 - 3) ( 0 3) ( 1 - 2 )  卜＼ ( 2 - 1。） 4 x 

富大 B ( 1 - 2) ( 0 - 3) ( 0 - 3) ( 1 - 2) ミ 5 

D ゾー ン G · H 

チーム 名 金大D 石川工専 福大B 富医大A 順 位

金大D ＼ ( 1 - 2) ( 0 - 3) ( 3 - 0。） 3 

石川工専 ( 2 一 l。） ＼ ( 2 - 1。） ( 2 - 1。） 1 

福大B ( 3 - 0。） ( 1 - 2) 卜＼ ( 3 - 0。） 2 

富医大A ( 0 3) ( 1 - 2 )  ( 0 - 3) 卜＼ 4 x 

健康診断の お 知 ら せ

次の と お り 健康診断が実施 さ れ ま すの でお知 ら せ し

ま す。
な お ， 実施 月 日 に つ い て は ， 都合に よ り 変 更 さ れ る

場合 も あ り ま す の で掲示 等 に 注意 し て く だ さ し 」

（ 問合せ は ， 人事課任用係 （ 内 線269 ） へ ）

検診項 目 実 施 月 日 場 所 対 象 者

胃 の検査 10 月 4 日 （ 木 ） 工学部 （ 高 岡 ） 40オ以上の職員

1 0 月 5 日 （ 金 ） 保健管理セ ン

10 月 8 日 （ 月 ） タ ー

10 月 9 日 （ 火 ）

循環器の検査 1 0 月 1 7 日 （ 水 ） 工学部 （ 高 岡 ） 35オ以上の職員

（ 心電 図 血 圧 ） 1 0 月 18 日 （ 木 ） 保健 管理セ ン

1 0 月 23 日 （ 火 ） タ ー

10 月 24 日 （ 水 ）

婦 人科検診 1 1 月 12 日 （ 月 ） 保健 管理セ ン 35オ以 上の 女子

（ 子宮がん ） タ ー 職員

肝機能の検査 60年 1 月 22 日 （ 火 ） 工学部 （ 高 岡 ） 40オ以上の職員

( G O T , G P  60年 1 月 お 日 （ 水） 保 健管理セ ン

T ,  T C )  60年 1 月 24 日 （ 木 ） タ ー

『υ
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職 員 消 息

〈新任者〉
教 養 部

事務補 佐 員 高瀬 淳子
（ 保健体育 ）

〈住所変更〉
人文学部 ・ 理学部

用 度 主 任 武 田 知 己郎

教育学部
助 教 授 深井 甚 三

理 学 部
教 授 小黒 千 足

助 教 授 井上 弘

ト リ チ ウ ム科学セ ンタ ー
文 部 技 官 三宅 均

〈電話番号変更〉
附属図書館

事務補 佐 員 木田 悦子

主 要 行 事

本 部

8 月 3 日 昭和59年 度文部省 北 陸地区共同行事体育 大

会 （ 於 福井医科大学 ）

昭和60年 度大学 入学者選抜共通 第 1 次学 力

試験実施担 当 者会議 （ 於 名 古屋大学）
4 日 本 部 ソ フ ト ボ ー ル大会

7 日 幹部職 員 懇話会

1 5 日 給与勧告説明 会 （ 於 人事院 中部事務局 ）
21 ～ 22 日 第 17 回 14大学経理部長会議

（ 於 愛知教育 大 学 ）

2 1 ～ 24 日 第28回 （ 昭和59年 度 ） 中 部地区学生補導厚

生研究会東海 ・ 北陸地 区研修会

（ 於 三重大学 ）

23 日 公 開 講座 「健康 ・ ス ポー ツ 教室」 開 講

（ ～ 9 月 29 日 ま で）

24 日 財 形年 金貯 蓄 取扱 説明 会

第 8 回北陸地 区会計事務 担 当 者連絡協議会

（ 於 富 山 大学 ）

27 日 大学院問題懇談会

（ 於 下 呂 温泉 「 し ら さ ぎ 」 ）

28～ 31 日 昭和59年度富 山 県 内 国 立学校等事務職 員

（ 初任者 ） 研修

（ 於 富 山 大学， 立 山 少年 自 然 の 家 ）

30 日 昭和 59年度北陸地区 5 大学共 同 合宿セ ミ ナ

一打合せ 会
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｜ 教 育 学 部 ｜
8 月

� 弓」

18～ 19 日 呉 山 会 レ ク リ エ ー シ ョ ン （ 於 片 山 津 温 泉 ）

23～ 24 日 全 国 国 立大学附属学校 園 長 会総会

（ 於 函館市 ）

29 日 附属 小学校第 2 学期始業式

30 日 附 属 中 学校第 2 学期始業式

｜ 経 済 学 部 ｜
8 月 28 日 経済学部長候補者選挙

教 授 会

理 学 部

8 月 2 5 日 大学 院理学研究 科 入学 願書受付

（ ～ 8 月 3 1 日 ま で ）

工 学 部

報 第250号

8 月 1 日 学部図書委 員 会

2 日 第 1 期移転 作業開始

移転作業安全祈願式

23 日 北陸三大学教職 員 ス ポー ツ 交歓会

（ 於 金 沢大学 ）

｜ 附 属 図 書 館 ｜
8 月 21 日 ワ ー キ ン グ グルー プ と 富 士通 S E と の打合

せ

27 日 工 学部分館 の 第 1 期 移転 作業開始

｜ 保健管理セ ン タ ー ｜
8 月 30 日 北陸地区 5 大学共 同 合宿 セ ミ ナ 一 打合せ会

経営短期大学部

8 月 2 日 第 2 回奨学生選考 委員 会

23 ～ 24 日 国立夜間 短期大学事務長 会議

（ 於 岐阜大学工業短期 大学部）

昭和59年度全国労働衛生週間
昭和59年1 0月 1 日 ～ 7 日

一広げよ う 環境管理
進めよ う 作業管理

高め よ う 健康管理一

＂＂＂＇寝起＂＂＂

資 料
@4喰€@l,J殴－包－

人事院勧告 に つ い て

人事院 は ， 昭和59年 8 月 10 日 国 会 及 び 内 閣 に 対 し ，

一般職 の職員 の 給与 に つ い て ， 官民較差 に 相 当 す る 平

均 1 5 , 541 円 （ 6 . 44% ） の ヲ ｜ き 上げの改定の勧告 を 行 っ

た 。

勧告 の う ち ， 本学職 員 に 関 す る 給与改 定の要点等は

次 の と お り で あ り ま す 。

I . 官民較差

l .  較差 15 , 541 円 6 . 44% （ 内 訳 本較差 1 4 , 687円

- 33 一
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6 . o9o.a. 遡 及 改定分 854円 0 . 35% )

品同一チ

2 .  給 与 改善の配分 俸給13 , 160円 （ 5 . 45% ） ， 諸

手 当 1 , 608円 ＼ 0 . 67% ） そ の 他 （ は ね か え り ）

773円 （ 0 . 32 % ） 計1 5 , 54 1 円 （ 6 . 44 % )

II 改正 の 内 容

1 .  俸給

( 1 ）俸給表 別 記の と お り

(2）配分傾 向 世帯形成層 ・ 中 堅 層 重 点

(3 ）各俸給表の 平 均 引 上率 6 . 3% ～ 6 . 4% 

(4 ）指定職俸給表 6.  4% （ 行政職 の給与 改善率に

同 じ ）

2 .  諸 手 当

民 間 の 支 給状況等 を 考慮 し て 次 の と お り 改正

( 1 ）扶養手 当

・ 配偶 者 1 4 , 000 円 （ 現行12 , 300円 ）

・ 配偶者以 外 の扶養親族の う ち 2 人 ま で

各 4 , 500 円 （ 現行 3 , 800 円 ）

た だ い 配偶者の な い 職員 の場合に は ， 扶養

親族 の う ち 1 人 は 9 , 500円 （ 現行 8 , 300円 ）

． 配偶 者 以 外 の扶養親族の 3 人 目 以下

1 ,000円 （ 現行 ど お り ）

(2）通 勤 手 当

1 ） 交通機関 等 利 用 者

－ 全額支給限度額 19 , 000円 （ 現行17 , 600円 ）

. 2 分 の l 加算限度額

4 , 000円 （ 現行 2 , 800円 ）

・ 最高 支 給限度額 23 , 000円 （ 現行20 , 400 円 ）

2 ） 交通用具使用者

a ） 一般の場合

・ 片 道 5 km未満 2 , 000円 （ 現行 ど お り ）

． 片 道 5 km以上～ lOkm 未満

2 , 700 円 （ 現行 2 , 400円 ）

・ 片 道l Okm以 上 3,  600円 （ 現行 ど お り ）

b ） 通勤不便者 の 場 合

・ 片 道lOkm以上～ 1 5km 未満

5 , 300円 （ 現行 4 , 700 円 ）

． 片 道 1 5km以上 ～ 20km 未満

7 ,200 円 （ 現行 6 , 400円 ）

・ 片 道20km以上 9 , 200円 （ 現行 8 , 200円 ）

3 ） 交通機関等 と 交 通 用 具併用 者

- 34 -
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上記 1 ） 及 び 2 ） と 同 様

(3）住居 手 当

1 ） 借家 ・ 借 間 居 住 者

・ 基礎控 除額 9 , 000円 （ 現行 ど お り ）

・ 全額支給限度額 7 , 500円 （ 現行 ど お り ）

. 2 分の l 加 算限度額
7 , 500円 （ 現行 6 , 800円 ）

・ 最高 支 給限度額 1 5 , 000円 （ 現行14 ' 300 円 ）

2 ） 持家居住者
(4）初任給調整 手 当

1 , 000 円 （ 現行 ど お り ）

－ 医療職俸給表（一）以 外 の適用 を 受 け る 医 系 教 官

最高 支 給 限度額 42 , 000円 （ 現行40 , 100円 ）

(5）期 末 ・ 勤 勉手 当

－ 年間 支 給割 合 4 . 9 月 分 （ 現行 ど お り ）

3 実施時期

昭和59年 4 月 1 日

III . 勧告実施 の要請 （ 概要 ）

人事院勧告制 度 は ， 労働基本権 を 制 約す る こ と に

対す る 代償措 置 と し て 設け ら れ た も の であ り ， 勧告

は 尊重 さ れ実施 さ れ る べ き も の であ っ て こ の 制 度 が

適 正 に 機能 し て い る こ と が重 要 で、あ る 。 財政事情 の

厳 し い 状況， 行政改革が国民的課題 と し て 推進 さ れ

て い る こ と は 深 〈 認識 し て い る と こ ろ であ る が， 一

方行政の果た す役割が ま す ま す重要度 を 加 え て き て お

り ， 適切 な 処 遇 を 確保 し て ， よ り 積極的 な 行政へ の

貢献 を 期 待す る こ と も 必要 で、あ る 。

こ の よ う な 観点 か ら 公務 員 の 現状 を み れ は， 連年

に わ た る 給与 抑制が， 人事管理面， 職 員 の 生 活 面 に

影響 し 職 員 の 高 い 志気 の 保持， 厳正 な 規律 の 維持，

人 材 の健保に 影響 を 及 ぼ し ， 労使関係 の安定等 を 阻

害す る こ と を 憂 慮 し て い る 。

国 会 及 び 内 閣 に お か れ て は ， 人事院勧告が長年 の

経緯 を 経て 完全実施 さ れ る に 至 っ た こ と が公務に お

け る 労使関係 の安定 に 大 き く 寄与 し て き た こ と ， 及

び公務 員 の 現在の状態 を 深 〈 理解 を 示 さ れ， さ ら に ，

同 じ 一般 職 の 国 家 公務員 であ る 四 現業の職員 の 仲 裁

裁定が裁定 ど お り 実施が決定 さ れ て い る こ と に も 留

意 さ れ， こ の勧告 を 速や か に 実施 さ れ る よ う 強 〈 要

請す る 。



昭和59年9 月 1 日 発行

別 記
行 政 職 俸 給 表

イ 行政職俸給表←）＼職務の
等級 1 等 級

号 俸 俸給月 額
円

1 3 2 1 , 4 00 

2 3 34 , 900 

3 348, 4 00 

4 3 6 1 , 900 

5 375 , 4 0 0 

6 3 88,  900 

7 402, 300 

8 4 1 5, 700 

9 4 29, 000 

10 4 4 2 . 1 00 

1 1  4 52 300 

12 458, 500 

13 4 64 , 600 

14 4 70, 200 

15 4 75,000 

16 

17 

18 

19 

20 

21  

22 

23 

24 

25 

26 

学

2 等 級 1 3 等 級

俸給月 額 俸給月 額
円 円

24 9,800 一

260, 200 2 22,600 

2 70 , 6 00 23 1 , 00 0  

2 8 1 , 1 00 239, 500 

2 9 1 , 8 00 248,200 

302 ,600 257, 1 00 

3 山町 2侃 000

3 23, 900 275,000 

3 34 , 300 2 84 ,000 

3 4 4 , 500 292,900 

3 54 , 4 00 30 1 ,  700 

3 64 , 1 0 0 3 1 0 , 5 00 

3 72 , 600 3 1 9 , 2 00 

3 79 , 200 3 27, 500 

385,400 3 35, 700 

389, 700 3 4 2 , 200 

348, 4 00 

352,500 

356 , 3 0 0  

360, 1 00 

報 第250号

4 等 級 5 等 級 6 等 級 7 等 級 8 等 級

俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 l俸給月 額 俸給月 額
円 円 円 円 円

一 1 29 ,400 1 1 0,800 

1 89 , 200 1 58, 1 0 0 1 36 , 000 1 16 , 200 90, 600 

1 97, 1 0 0 1 65, 300 1 42,  700 1 2 2 . 4 00 93 , 4 00 

205,  1 00 1 7 2 , 600 1 49, 500 1 29 , 3 0 0  96, 4 0 0 

2 1 3 , 1 00 1 80, 1 00 1 56, 4 00 1 35. 500 99, 500 

2 2 1 , 1 0 0 1 87 , 9 00 1 6 3 , 1 00 1 40 , 6 00 1 0 2,900 

2 29, 1 0 0  1 95 , 5 00 I 1 69, 7 00 1 45, 600 1 0 6 , 700 

237 200 202,800 1 76, 200 1 5 0,500 1 1 0,800 

245, 4 00 2 1 0, 1 0 0  1 8 1 ,  700 1 54 ,800 1 14 , 600 

253 , 6 00 2 1 7 , 1 00 187, 1 00 1 58,800 1 1 8, 1 00 

26 1 , 9 00 224 000 1 92 , 300 1 6 2.700 1 21 , 300 

270, 4 00 230, 800 1 97, 500 1 66, 500 1 24 , 1  00 

278, 900 237, 600 202 , 500 1 70, 300 1 26 , 9 0 0  

287, 200 244, 200 207, 000 1 73 , 0 0 0  1 29,200 

2 94 , 900 2 50,600 2 1 1 , 4 00 1 75, 7 00 1 3 1 , 4 00 

302, 200 256 ,4 00 2 15 ,  700 1 78.4 00 1 33, 500 

308, 1 00 262,000 2 1 9, 8 00 1 8 1 ,000 1 35, 1 0 0  

3 1 3 , 500 266 , 2 0 0  223 , 2 0 0  1 83 , 4 00 

3 1 7 , 4 00 2 69 , 7 00 2 26 ,  300 1 85 , 4 00 

3 2 1 , 1 0 0 273 ,2 00 2 28,600 

3 24 , 700 2 75, 700 230, 900 

3 28,300 278, 20 0 2 33,200 

3 3 1 , 900 280,600 2 35,500 

283, 000 237 ,  7 00 

285, 4 0 0  

287 , 800 

- 35 -



昭和59年9 月 1 日 発行

ロ 行政職俸給表（ニ）

内務等 級 特 l 等 級

号 俸 俸 給 月 額
円

1 1 8 4 , 9 0 0  

2 1 9 1 , 1 0 0 

3 1 9 7 ,  3 0 0 

4 2 0 3,  5 0 0  

5 2 1 0, 2 0 0  

6 2 1 6, 9 0  0 

7 2 2 3 ,  9 0 0  

8 2 3 0, 9 0 0  

9 2 3 7 ,  9 0 0  

10 2 4 4 , 9 0 0  

1 1  2 5 1 ,  9 0 0  

12 2 5 8, 9 0 0  

13 2 6 5, 8 0 0  

14 2 7 2, 6 0 0 

15 2 7 8,  5 0 0 

16 2 8 4 ,  4 0 0  

17 2 9 0,  2 0 0  

18 2 9 6,  0 00 

19 3 0 1 , 0 0 0 

20 3 0 5, 8 0 0 

21 3 0 9, 9 0 0  

22 3 1 4 ,  0 0 0  

23 3 1 8, 0 0 0  

24 3 2 1 ,  4 0 0  

25 

26 

27 

28 

29 

- 36 

等 級

俸 給 月 額
円

1 5 6 , 3 0 0  

1 6 2, 0 0 0  

1 6 7 ,  7 0 0  

1 7 3 , 4 0 0 

1 7 9, 1 0 0  

1 84 ,  9 0 0 

1 9 0, 7 0 0 

1 9 6, 4 0 0 

2 0 2, 0 0 0  

2 0 7,  1 0 0 

2 1 2, 1 0 0 

2 1 7, 1 0 0 

2 2 2, 1 0 0 

2 2 7, 1 0 0 

2 3 1 , 9 0 0  

2 3 6 , 7 0 0  

2 4 1 , 4 0 0  

2 4 5, 9 0 0  

2 5 0, 4 0 0  

2 5 4 ,  7 0 0 

2 5 8,  6 0 0 

2 6 2, 4 0 0  

2 6 5, 9 0 0  

2 6 9, 2 0 0  

2 7 1 , 6 0 0  

学

2 等 級

俸 給 月 額
円

1 2 8, 1 0 0 

1 3 3,  7 0 0 

1 3 9 , 3 0 0 

1 4 5,  0 0 0  

1 50, 6 0 0  

1 56 ,  3 0 0  

1 6 1 , 7 0 0  

1 6 6, 9 0 0  

1 7 2, 1 0 0 

1 7 7 , 2 0 0 

1 8 1 , 8 0 0  

1 8 6, 4 0 0 

1 9 0, 9 0 0  

1 9 5, 3 0 0  

1 9 9, 7 0 0 

2 0 4 , 0 0 0  

2 0 8, 3 0 0  

2 1 2, 6 0 0 

2 1 6, 7 0 0 

2 20, 3 0 0  

2 2 3,  3 0 0  

2 2 5, 8 0 0 

2 2 8, 1 0 0  

2 3 0, 2 0 0  

2 3 2, 2 0 0  

2 3 4 , 2 0 0  

2 3 6, 2 0 0  

2 3 8, 2 0 0  

報 第250号

3 等 級 4 等 級 5 等 級

俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
円 円 円

1 1 3 ,  1 0 0 9 1 , 4 0 0  8 1 , 6 0 0  

1 1 8, 0 0 0 9 4 ,  1 0  0 8 4 ,  0 0 0  

1 2 3, 0 0 0  9 7 , 2 0 0  8 6, 4 0 0  

1 28. 1 0 0 1 00, 4 0  0 88,  9 0  0 

1 3 3, 2 0 0  1 0 4 , 0 0 0  9 1 ,  4 0 0 

1 3 8, 2 0 0  1 0 8, 2 0 0  9 4 ,  0 0 0 

1 4 3, 1 0 0 1 1 3 , 1 0  0 9 7 , 0 0  0 

1 4 7 , 9 0 0  1 1 8, 0 0 0 1 00, 1 0 0  

1 5 2,  7 0 0  1 2 2 ,  9 0 0 1 0 3, 6 0 0  

1 5 7, 4 0 0 1 27, 7 0 0  1 0 7, 6 0 0 

1 6 1 , 9 0 0 1 3 2,  3 0 0  1 1 1 , 7 0 0  

1 6 6,  2 0 0  1 3 6, 7 0 0  1 1 6, 0 0 0 

1 7 0, 5 0 0  1 4 0, 7 0 0  1 2 0, 3 0 0 

1 7 4 ,  5 0 0 1 4 4 , 6 0 0  1 2 4 , 5 0 0 

1 7 8. 4 0 0 1 4 8, 0 0 0 1 2 8 , 2 0 0  

1 8 1 , 9 0 0  1 5 0, 8 0 0  1 3 1 , 7 0 0  

1 8 5, 4 0 0  1 5 3 ,  5 0 0  1 3 5 , I 0 0 

1 8 8, 7 0 0 1 5 6,  2 0 0  1 3 7, 6 0 0  

1 9 2,  0 0 0  1 5 8,  8 0 0  1 4 0, 0 0  0 

1 9 4 , 4 0 0  1 6 1 , 2 0 0  1 4 2, 4 0 0  

1 9 6,  4 0 0  1 6 3, 3 0 0  1 4 4 , 4 0 0  

1 9 8, 4 0 0 1 6 5, 3 0 0  1 4 6 ,  4 0 0  

2 0 0, 4 0 0 1 6 7, 2 0 0  1 4 8, 3 0 0  

2 0 2, 3 0 0  1 6 9, 1 0 0  1 5 0, 2 0 0  

2 0 4 , 2 0 0  1 7 0, 9 0 0  1 5 2 ,  1 0  0 

1 5 4 ,  0 0 0  

1 5 5,  9 0 0 

1 5 7, 7 0 0  

1 5 9, 4 0 0  
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教 育 職 俸 給 表
イ 教育職俸給表←）

＼ 鵬の
1 等 級 2 等 級 3 等 級 4 等 級 5 等 級等 級

手"J 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
円 円 円 円 円

1 一 一 1 8 0, 4 0 0 1 3 1 , 1 0 0 1 0 6, 6 0 0  

2 一 2 1 0, 1 0 0 1 8 8, 5 0 0  1 3 9, 2 0 0  1 1 1 , 3 0 0  

3 2 6 9, 2 0 0  2 1 9, 4 0 0 1 9 6, 8 0 0  1 4 7, 3 0 0  1 1 6 , 3 0 0  

4 2 7 9,  3 0 0  2 2 8, 7 0 0 2 0 5, 2 0 0 1 5 5, 6 0 0  1 2 2, 5 0 0 

5 2 8 9, 5 0 0  2 3 8, 1 0 0 2 1 3 , 7 0 0 1 6  3, 9 0 0 1 2 8, 8 0 0 

6 2 9 9, 8 0 0  2 4 7 5 0 0  2 2 2 ,  3 0 0  1 7 2, 1 0 0 1 3 5 , 8 0  0 

7 3 1 0, 1 0 0 2 5 6, 9 0 0  2 3 1 , 1 0 0 1 8 0, 3 0 0  1 4 2, 9 0 0  

8 3 2 0, 4 0 0 2 6 6, 5 0 0  2 3 9,  8 0 0  1 8 8, 4 0 0 1 5 0, 4 0 0  

9 3 3 0,  7 0 0  2 7 6, 0 0 0  2 4 8, 4 0 0  1 9 6, 6 0 0  1 5 7, 9 0 0  
10 3 4 1 ,  0 0 0  2 8 5, 4 0 0  2 5 7 ,  0 0 0  2 0 4 ,  7 0 0  ! 6 5, 6 0 0 

1 1  3 5 1 , 4 0 0 2 9 4 , 6 0 0 2 6  5, 3 0 0  2 1 2, 6 0 0  1 7 3 , 3 0 0 

12 3 6 1 ,  8 0 0 3 0 3, 4 0 0  2 7 3, 6 0 0  2 2  0, 5 0 0  1 8 0, 5 0 0  

13 3 7 2 , 2 0 0 3 1 1 , 4 0 0 2 8 1 ,  9 0 0  2 2 8, 2 0  0 1 8 7, 4 0 0  

14 3 8 2,  6 0 0  3 1 9 , 2 0 0  2 9 0, 2 0 0  2 3 4 , 9 0 0  1 9 3 ,  8 0 0  

15 3 9 3 , 1 0 0  3 2 7, 0 0 0  2 9 7 ,  9 0 0  2 4 1 , 6 0 0  1 9 9, 8 0 0  

16  4 0 3, 6 0 0 3 3 4, 3 0 0  3 0 5, 5 0 0 2 4 7, 5 0 0  2 0 5, 7 0 0  

17 4 1 4 , 1 0 0 3 4 1 , 5 0 0  3 1 3 ,  1 0 0 2 5 3, 3 0 0  2 1 1 , 3 0 0  

18 4 2 4 ,  1 0 0 3 4 8, 8 0 0 3 2 0, 3 0 0  2 5 9, 1 0  0 2 1 6 , 7 0 0  

19 4 3 3 ,  1 0 0 3 56,  0 0 0  3 2 7 ,  5 0 0  2 6 4 , 8 0 0  2 2 2, 1 0  0 

20 4 4 2, 1 0 0 3 6 3, 0 0 0  3 3 4 , 8 0 0  2 7 0, 4 0 0 2 2 7,  3 0 0  

21 4 5 1 , 1 0 0 3 6 9, 4 0 0  3 4 1 ,  7 0 0 2 7 6, 0 0 0  2 3 2, 3 0 0  

22 4 5 9, 3 0 0  3 7 5 , 8 0 0  3 4 8, 6 0 0  2 8 1 , 6 0 0  2 3 7 , 2 0 0  

23 4 6 6, 9 0 0  3 8 2 , 1 0 0 3 5 4 , 8 0 0  2 8 6 ,  9 0 0  2 4 1 ,  9 0 0  

24 4 7 2, 4 0 0 3 8 7, 7 0 0  3 6 0, 1 0 0 2 9  2 ,  0 0 0  2 4 6 , 6 0 0  

25 4 7 7 , 2 0 0  3 9 3 , 2 0 0  3 6 4 ,  0 0 0  2 9 7 , 1 0 0  2 5 0, 3 0 0  

26 4 8 2 ,  0 0 0  3 98,  1 0 0  3 6 7 ,  2 0 0  3 0 1 , 5 0 0  2 5 4 ,  0 0 0  

27 4 0 1 , 6 0 0 :3 0 5, 0 0 0  2 5 7, 4 0 0 

28 3 0 8, 1 0 0 2 6 0, 7 0 0  

29 3 1 1 , 1 0 0  2 6 3 , 2 0 0 

30 2 6 5, 6 0 0  

弓，，qd
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ロ 教育職俸給表（ニ）

＼＼ 職務の 特 等 級 1 等 級 2 等 級 3 等 級等 級

号 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
円 円 円 円

1 3 1 2, 8 0 0  1 1 7, 4 0 0  一

2 3 2 1 , 7 0 0  2 3 0, 6 0 0 1 2 3 , 2 0 0  9 8, 8 0 0  

3 3 3 0, 6 0 0  2 3 8, 9 0 0  1 3  0, 3 0 0 1 0 2, 3 0  0 

4 3 3 9, 5 0 0  2 4 7, 3 0 0  1 3 7 ,  5 0 0 1 0 6 , 5 0 0  

5 3 4 8, 4 0 0  2 5 5, 6 0 0  1 4 4, 6 0 0  1 1 0 , 8 0 0  

6 3 5 7, 4 0 0 2 6 4 , 0 0 0  1 5 1 , 7 0 0 1 1 5, 8 0 0 

7 3 6 6, 4 0 0  2 7 2 , 5 0 0 1 5 8, 8 0 0  1 2 1 , 4 0 0 

8 3 7 5, 4 0 0 2 8 1 , 0 0 0  1 6 5,  8 0 0  1 2 7, 7 0 0  

9 3 8 4 ,  4 0 0  2 8 9, 6 0 0  1 7 2, 8 0 0  1 34, 5 0 0  

10 3 9 3 ,  2 0 0  2 9 8, 1 0 0 1 7 9, 9 0 0  1 4 1 , 4 0 0  

1 1  4 0 1 . 6 0 0  3 0 6,  6 0 0  1 8 7, 0 0 0  1 4 8 , 2 0  0 

12 4 0 9, 5 0 0  3 1 5, 0 0  0 1 9 4, 3 0 0 1 55, 0 0 0  

13 4 1 6, 7 0 0 3 2 3, 3 0 0  2 0 2, 4 0 0  1 6 1 , 7 0 0  

14 4 2 3 ,  7 0 0  3 3 1 , 4 0 0  2 1 0, 5 0 0  1 6 8, 3 0 0  

15 4 2 8, 3 0 0  3 39, 5 0 0  2 1 8, 7 0 0  1 7 4 . 9 0 0  

16 3 4 7, 5 0 0  2 2 6, 9 0 0 1 8 1 ,  5 0 0  

17 3 5 5, 5 0 0 2 3 4 ,  9 0 0  1 8 8 ,  0 0  0 

18 3 6 3, 4 0 0 2 4 2, 9 0 0  1 9 4, 5 0 0  

19 3 7 1 , 3 0 0  2 5 0, 8 0 0  2 0 1 ,  0 0 0  

20 3 7 9, 2 0 0 2 5 8,  8 0 0  2 0 7, 2 0  0 

21 3 8 6, 3 0 0 2 6 6, 9 0 0  2 1 2, 8 0 0  

22 3 9 2 , 9 0 0  2 7 4,  9 0 0  2 1 8, 3 0  0 

23 3 9 9, 4 0 0  2 8 2, 9 0 0  2 2 3, 5 0 0  

24 4 0 5, 9 0  0 2 9 1 , 0 0 0 2 2 8, 5 0  0 

25 4 1 0, 1 0 0 2 9 8, 8 0 0  2 3 3, 3 0 0  

26 3 0 6, 0 0 0  2 3 8, 1 0 0  

27 3 1 3 , 1 0  0 2 4 2, 8 0 0  

28 3 2 0, 0 0 0  2 4  7 ,  2 0  0 

29 3 2 7, 0 0 0  2 5 1 , 3 0 0 

30 3 34, 0 0 0  2 5 5, 4 0 0 

31 3 4 0, 1 0  0 2 5 8, 8 0  0 

32 3 4 5, 9 0 0  2 6 1 , 9 0 0 

33 3 5 0, 9 0 0  2 6 5, 0 0 0  

34 3 5 5, 2 0 0 2 6 7, 8 0 0  

35 3 59, 4 0 0  2 7 0, 0 0 0  

36 3 6 3 , 5 0 0  

37 3 6 6, 5 0 0 

日6q、u
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ハ 教育職俸給表（三）

ト＼蜘 特 等 級 等 級 2 等 級 3 等 級等 級

号 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
円 円 円 円

1 3 0 9, 6 0 0 一 1 0 6, 5 0 0 一
2 3 1 7 , 5 0 0  l 9 6 ,  8 0 0 1 1 1 , 9 0 0  9 8 ,  8 0 0 

3 3 2 5 ,  3 0 0 2 0 5, 3 0 0 1 1 7 ,  4 0 0 1 0 2 ,  3 0 0 

4 3 3 3 ,  3 0 0 2 1 3, 7 0 0 1 2 3. 2 0 0 1 0 6 ,  5 0 0 

5 3 4 1 , 2 0 0  2 2 2 ,  2 0 0 1 3 0, 3 0 0 1 1 0, 8 0 0 

6 3 4 9 ,  1 0 0 2 3 0, 6 0 0 1 3 7, 5 0 0 1 1 5, 8 0 0 
7 3 5 6, 9 0 0 2 3 8, 9 0 0 1 4 4 ,  6 0 0 1 2 1 , 4 0 0  
8 3 6 4 ,  6 0 0 2 4 7 , 3 0 0  1 5 1 , 7 0 0  1 2 7 ,  7 0 0 

9 3 7 1 ,  6 0 0 2 5 5, 6 0 0 1 5 8, 8 0 0 1 3 4 ,  5 0 0 

10 3 7 8, 6 0 0 2 6 4 ,  0 0 0 1 6 5, 8 0 0 1 4 1 , 3 0 0  
1 1  3 8 5 ,  0 0 0 2 7 2 ,  4 0 0 1 7 2 , 8 0 0  1 4 8 ,  0 0 0 
12  3 9 1 , 3 0 0  2 8 0, 7 0 0 1 7 9 ,  9 0 0 1 5 4 , 5 0 0 
1 3  3 9 6 ,  2 0 0 2 8 8, 4 0 0 1 8 7 , 0 0 0  1 6 0, 8 0 0 
1 4  4 0 1 , 0 0 0  2 9 6,  0 0 0 1 9 4 ,  3 0 0 1 6 6 ,  9 0 0 
1 5  4 0 5,  1 0 0 3 0 3, 5 0 0 2 0 2 ,  4 0 0 1 7 2 , 9 0 0 
1 6 3 1 0, 9 0 0 2 1 0, 5 0 0 1 7 8, 8 0 0 
17 3 1 8, 2 0 0 2 1 8, 7 0 0 1 8 4 , 6 0 0 
18 3 2 5,  4 0 0 2 2 6, 9 0 0 l 9 0, 1 0 0 
19  3 3 2 ,  6 0 0 2 3 4 ,  9 0 0 1 9 5 ,  6 0 0 
20 3 3 9, 8 0 0 2 4 2, 9 0 0 2 0 0, 9 0 0 

21 3 4 7 ,  0 0 0 2 5 o. 8 0 0 2 0 5, 9 0 0 

22 3 5 3,  5 0 0 2 5 8, 7 0 0 2 1 0, 6 0 0 

23 3 5 9, 7 0 0 2 6 6 ,  7 0 0 2 1 5, 1 0 0 

24 3 6 5, 2 0 0 2 7 4 ,  6 0 0 2 1 9, 2 0 0 

25 3 6 9, 9 0 0 2 8 1 , 8 0 0  2 2 3,  2 0 0 

26 3 7 3 ,  6 0 0 2 8 8, 9 0 0 2 2 6 ,  4 0 0 

27 3 7 6, 6 0 0 2 9 6, 0 0 0 2 2 9, 5 0 0 
28 3 7 9, 6 0 0 3 0 2 ,  4 0 0 2 3 2 ,  1 0 0 

29 3 8 2, 6 0 0 3 0 8, 7 0 0 2 3 4 ,  4 0 0 

30 3 1 4 ,  7 0 0 2 3 6, 6 0 0 

3 1  3 2 0, 5 0 0 2 3 8, 7 0 0 

32 3 2 6, 3 0 0 
33 3 3 1 ,  4 0 0 

34 3 3 6 ,  5 0 0 

35 3 4 1 ,  1 0 0 
36 3 4 5, 0 0 0 

37 3 4 8, 7 0 0 

38 3 5 2 ,  4 0 0 

39 3 5 5, 0 0 0 

Qd

 

内ぺU
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医 療 職 俸 給 表
口 医療職俸給表に）

卜＼職務の
等 級 特 1 等級

ヲc']コ 俸 俸給月 額
円

1 3 1 4 , 500 

2 3 26,000 

3 3 3 7 , 5 0 0  

4 3 4 9 , 200 

5 360,900 

6 372,700 

7 384,400 

8 3 95, 900 

9 407,500 

10 4 1 9, 1 00 

1 1  4 26,000 

12 4 3 2, 1 00 

13 4 3 7 ,800 

14 4 4 3,000 

15 4 48,200 

16 4 5 2 , 7 00 

1 7 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

- 40 -

学

l 等 級 特 2 等級

俸給月 額 俸給月 額
円 円

2 58,800 2 3 1 ,000 

2 69,500 239, 500 

2 80.300 
I 

248.200 

2 9 1 , 1 00 2 5 7, 1 0 0 

30 2 ,000 266,000 

3 1 2,900 275 ,000 

3 2 3,600 284,000 

3 3 4 , 1 0 0 29 2 ,900 

3 44 , 500 3 0 1 ,700 

3 54 ,400 3 1 0, 500 

3 64 , 1 00 3 1 9,200 

3 72,600 3 27, 500 

3 79 , 200 335,700 

385,400 34 2 ,200 

39 1 ,700 348,400 

3 96,000 352,500 

3 56,300 

報 第250号

2 等 級 3 等 級 4 等 級 5 等 級 6 等 級

俸給月額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額
円 円 円 円 円

1 9 7 , 1 0 0 1 46,000 1 1 4 , 6 0 0  1 0 0,000 一

205, 300 1 52,800 1 1 9 , 900 1 0 4 ,200 9 3 ,500 

2 1 3 , 500 1 5 9,800 1 2 6,200 1 0 8,500 96,600 

2 2 1 ,800 1 66,900 1 3 2,500 1 1 3,200 99,800 

230,  100 1 74 ,0 0 0  1 38,800 1 1 8,500 1 0 3 ,600 

2 38,400 1 8 1 , 1 0 0  1 4 5, 1 00 1 24, 600 1 07 , 5 0 0  

: 2 46,700 1 88 , 4 0 0  1 5 1 ,4 0 0  1 30,700 1 1 1 , 500 

2 55、000 1 9 5,800 1 5 7, 800 1 3 6,200 1 1 5,200 

26 3,300 2 0 3 , 1 0 0  1 64 ,200 1 4 1 ,200 1 1 8,600 

27 1 , 700 2 1 0, 500 1 7 0, 400 1 46, 1 00 1 2 1 ,600 

280, 1 00 2 1 7,600 1 7 6,600 1 50,800 1 24 , 2 0 0  

288, 200 224,400 1 8 2, 1 00 1 54 ,900 1 26,700 

29 5,700 23 1 , 1 00 1 8 7, 500 1 5 9,000 1 28.300 

302,900 2 37,800 1 9 2,800 1 6 2,900 

308,800 2 4 4,500 1 98,  1 00 1 66,700 

3 1 4 , 500 250,900 203, 1 0 0  1 7 0,500 

3 1 9, 700 257, 1 00 207, 700 1 7 3 ,200 

324 ,600 263,000 2 1 2 , 1 00 1 7 5,900 

328,200 267,500 2 1 6,400 1 78,400 

3 3 1 ,800 27 1 , 200 220, 500 1 80,400 

2 7 4 ,800 2 2 3 , 7 0 0  

2 77 , 4 0 0  22 6,000 

279,900 228,300 

2 82,300 2 30,500 
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ハ 医療職俸給表（三）

卜寸\i(務の等級 特 l 等 級

号 俸 俸 給 月 額
円

1 2 2 6, 5 0 0  

2 2 3 4. 4 0 0  

3 2 4 2 , 5 0 0  

4 2 5 0, 7 0 0 

5 2 5 9 , 2 0 0  

6 2 6 7 , 9 0 0  

7 2 7 6, 6 0 0  

8 2 8 5 , 2 0 0  

9 2 9 3, 9 0 0  

10 3 0 2 , 5 0 0  

1 1  3 1 1 , 0 0 0  

12 3 1 9 , 4 0 0  

13 3 2 7 , 8 0 0  

14 3 3 5, 8 0 0  

15 3 4 3 . 8 0 0  

16 3 5 1 , 2 0 0 

17 3 5 8 , 4 0 0 

18 3 6 5, 1 0 0 

19 3 7 0 ,  9 0 0  

20 3 7 4 , 8 0 0  

21 3 7 8, 5 0  0 

22 3 8 2 . 2 0 0  

23 

24 

25 

26 
27 

28 

29 

30 

等

品同号ー

級

俸 給 月 額
円

1 7 7, 2 0 0  

1 8 4 , 0 0 0  

1 9  0 ,  8 0 0 

1 9 7, 7 0 0  

2 0 4 . 8 0 0  

2 1 1 , 9 0 0  

2 1 9 , 0 0 0  

2 2 6 , 1 0 0 

2 3 2 , 9 0 0  

2 3 9 , 7 0 0  

2 4 6 , 6 0 0  

2 5 3 ,  4 0 0  

2 6  0, 2 0  0 

2 6 7 , 0 0 0  

2 7  3 ,  7 0 0 

2 8 0, 4 0 0  

2 8 7, 1 0 0  

2 9 3 , 8 0 0  

3 0 0, 5 0 0  

3 0 7 , 0 0 0  

3 1 2 , 7 0 0  

3 1 7 , 1 0 0 

3 2 1 , 3 0 0  

3 2 5, 4 0 0  

3 2 8. 7 0 0  

3 3 1 , 9 0 0  

3 3 4 , 6 0 0  

報 第250号

2 等 級 3 等 級 4 等 級

俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
円 円 円

1 5 1 , 6 0 0  1 1 2 . 7 0 0  9 8 , 2 0 0  

1 5 7 , 6 0 0  1 1 7 , 9 0 0  1 0 1 . 7 0 0  

1 6 3, 9 0 0  1 2 3 , 2 0 0
1 

1 0  5, 3 0  0 

1 7  0 ,  3 0 0 1 2 8, 9 0 0  1 0 9 , 1 0 0  

1 7 6 , 7 0 0  1 3 4 , 6 0 0  1 1 2 , 7 0 0  

1 8 3 , 1 0 0 1 4  0. 3 0 0  1 1 7 , 9 0 0  

1 8 9, 4 0 0  1 4  5, 8 0 0 1 2 3, 1 0 0  

1 9 5,  7 0 0  1 5 1 , 4 0 0  1 2 8, 7 0 0 

2 0 1 , 9 0 0  1 5 6, 9 0 0  1 3 4 , 4 0 0  

2 0 8 ,  1 0  0 1 6 2 , 4 0 0  1 3 9, 9 0 0  

2 1 4 , 3 0 0  1 6 7 , 8 0 0  1 4  5, 2 0 0 

2 2 0, 5 0 0  l 7 3, 2 0 0 1 5 0, 5 0 0  

2 2 6 , 7 0 0 1 7 8 , 5 0 0  1 5  5, 6 0  0 

2 3 2 ,  9 0 0  1 8 3 , 6 0 0  1 6 0, 7 0 0  

2 3 9 , 0 0 0 . 1 8 8, 6 0 0  1 6  5, 6 0 0 

2 4 5, 1 0 0 1 9 3 , 7 0 0  1 7 0, 4 0 0  

2 5 1 , 1 0 0 l 9 8, 7 0 0 1 7 5, 1 0  0 

2 5 7 , 0 0 0 2 0 3 , 5 0 0  1 7 9 , 6 0 0  

2 6 2 , 8 0 0  2 o s, :r n o 1 8 4 , 1 0 0 

2 6 8, 4 0  0 2 1 3, 1 0 0 1 8 8, 6 0 0  

2 7 4 , 0 0 0 2 1 7 , 8 0 0  1 9 2 , 9 0 0 

2 7 9 , 5 0 0  2 2 2 , 5 0 0  1 9 7, 2 0 0  

2 8 3 , 9 0 0  2 2 7, 2 0 0  2 0 1 , 2 0 0  

2 8 8 , 1 0 0 2 3 1 , 9 0 0  2 0 4 , 7 0 0  

2 9 2 , 1 0  0 2 3 6 , 5 0 0  2 0 8.  1 0  0 

2 9 5, 1 0  0 2 4 1 , 2 0 0  2 1 1 , 2 0 0  

2 9 8, 1 0 0 2 4 5, 4 0  0 2 1 4 , 1 0 0  

3 0 0, 6 0 0  2 4 9 , 3 0 0  2 1 7 , 0 0 0  

2 5 3 , 1 0  0 2 1 9, 2  0 0 

2 5 5, 5 0 0  

- 4 1  -
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指 定 職 俸 給 表

号 俸 俸 給 月 額

門

1 4 3 8. 0 0 0 

2 4 8 3. 0 0 0 

3 5 3 8, 0 0 0 

4 5 9 s. o 0 0 

5 6 4 2. 0 0 0 

6 6 9 1, 0 0 0 

7 7 5 o. 0 0 0 

8 8 0 9, 0 0 0 

9 8 6 6, 0 0 0 

1 0  9 2 2. 0 0 0 

1 1 9 7 7, 0 0 0 

1 2 9 9 8, 0 0 0 

昭和59年度教職員文化展 作品募集
文化展 日 時 1 1 月 7 日 （ 水 ） ～ 9 日 （ 金 ）

展 示 会 場 学生会館

教職員 ・ 家族の 作 品 を 募集 し て お り ま す 。 詳細

は 人事課職員 係 （ 内線2 1 2） ま で。

編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 

印刷所 あ け ぼ の 企 画
富 山 市 曙 町 8 4 
電 話 （33) 3 3 5 6 （向

円LA守


